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町内の中学２年生が
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消防署・幼稚園・保育園・コンビニ
　　　　　　　　　　　　などの事業所で

町内の中学２年生が

消防署・幼稚園・保育園・コンビニ
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再生紙を使用しています

コンビニで
床掃除をす

る生徒

コンビニで
床掃除をす

る生徒

コンビニで
床掃除をす

る生徒

保育園で運動会の練習の手伝いをする生徒

保育園で運動会の練習の手伝いをする生徒

保育園で運動会の練習の手伝いをする生徒

町道の補修作業に励む生徒
町道の補修作業に励む生徒
町道の補修作業に励む生徒

消防署で「ロープ応用登はん」の訓練に励む生徒消防署で「ロープ応用登はん」の訓練に励む生徒消防署で「ロープ応用登はん」の訓練に励む生徒

小学6年生に中
学校生活など

を

教えている2人
の生徒小学6年生に中

学校生活など
を

教えている2人
の生徒小学6年生に中

学校生活など
を

教えている2人
の生徒
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歳入

特 別 会 計

後期高齢者
医　　　療

介護保険
流域関連公共
下水道事業

住宅新築資金
等貸付事業

国民健康
保　　険

老人保健

106億5,909万円

報　告

　

平
成
20
年
度
の
決
算
が
、
平
成
21
年
９
月
定

例
議
会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
９
月
24
日
の
本

会
議
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
、
「
第
４
次
粕
屋
町
総
合
計

画
」
の
第
３
年
次
で
あ
り
、
継
続
事
業
の
都
市

計
画
道
路
千
代
・
粕
屋
線
街
路
事
業
、
粕
屋
東

中
学
校
の
大
規
模
改
造
第
４
期
工
事
、
仲
原
小

学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
の
建
設
、
仲
原
小

学
校
体
育
館
耐
震
診
断
、
第
７
分
団
消
防
ポ
ン

歳入総額

歳出総額

歳入歳出
差　引

35億1,414万円

36億5,907万円

△1億4,493万円

3億3,946万円

3億2,179万円

1,767万円

3億2,489万円

3億　657万円

1,832万円

15億1,702万円

14億5,243万円

6,459万円

5,141万円

4,845万円

296万円

23億7,462万円

23億2,088万円

5,374万円

※ 国民健康保険特別会計の歳入歳出差引不足額は、翌年度繰上充用金を充てる。
※ 介護保険は、保険事業勘定と介護サービス勘定の合計。

繰越金
使用料及び手数料
諸収入
財産収入
分担金及び負担金
寄附金

6億2,083万円（5.8％）
3億9,200万円（3.7％）
1億1,402万円（1.1％）
2,877万円（0.3％）
8,401万円（0.8％）
25万円（0.0%）

地方特例交付金
地方譲与税
自動車取得税交付金
地方消費税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
その他交付金

7,631万円（0.7％）
1億1,324万円（1.1％）
5,531万円（0.5％）

3億7,268万円（3.5％）
2,260万円（0.2％）
1,183万円（0.1％）
879万円（0.1％）

自主財源
72億6,388万円
（68.1％）

自主財源
72億6,388万円
（68.1％）

自主財源
72億6,388万円
（68.1％）

町　税
57億2,401万円
（53.7％）

町　税
57億2,401万円
（53.7％）

町　税
57億2,401万円
（53.7％）

繰入金
3億円

（2.8％）

繰入金
3億円

（2.8％）

繰入金
3億円

（2.8％）

その他
12億3,988万円
（11.6％）

その他
12億3,988万円
（11.6％）

その他
12億3,988万円
（11.6％）

歳　入
町　債

4億3,130万円
（4.0％）

町　債
4億3,130万円
（4.0％）

町　債
4億3,130万円
（4.0％）

国県支出金
10億9,307万円
（10.3％）

国県支出金
10億9,307万円
（10.3％）

国県支出金
10億9,307万円
（10.3％）

地方交付税
12億1,009万円
（11.4％）

地方交付税
12億1,009万円
（11.4％）

地方交付税
12億1,009万円
（11.4％）

その他
6億6075万円
（6.2％）

その他
6億6075万円
（6.2％）

その他
6億6075万円
（6.2％）

依存財源
33億9,521万円
（31.9％）

依存財源
33億9,521万円
（31.9％）

依存財源
33億9,521万円
（31.9％）

千代・粕屋線街路事業（負担金）

第７分団　消防自動車購入

仲原小学校放課後児童クラブ室
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歳出

一 般 会 計

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引

翌年度繰越財源

実質収支
（翌年度純繰越金）

106億5,909万円

101億5,582万円

5億　327万円

3,341万円

4億6,986万円

122億5,102万円

26億6,403万円

平成20年度 一般会計

※決算内訳及び分類は、決算統計に用いた数字です。
※端数処理のため、合計が合わない場合があります。

H20決算額

106億7,650万円

100億5,567万円

6億2,083万円

6,675万円

5億5,408万円

133億4,912万円

28億8,778万円

△1,741万円

1億　 15万円

△1億1,756万円

△3,334万円

△8,422万円

△10億9,810万円

△2億2,375万円

△0.2

1.0

△18.9

△49.9

△15.2

△8.2

△7.7

H19決算額 増減額 増減率(%)

101億5,582万円

決　算

プ
自
動
車
の
買
い
替
え
、
原
町
地
区
の
住
居
表

示
整
備
な
ど
、
安
心
安
全
な
住
環
境
整
備
を
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
家
族
を
支
援
す

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

も
２
年
目
と
な
り
、
乳
幼
児
医
療
や
妊
婦
健
診

の
拡
充
な
ど
、
子
育
て
支
援
や
特
定
健
康
診
査
、

特
定
保
健
指
導
事
業
な
ど
子
ど
も
と
高
齢
者
が

健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

地方債残高

基金残高

101億5千582万円の主な使いみち

◆ 総務費
　  防犯対策費……………………………… 1,305万円
　  住居表示費………………………………… 775万円
◆ 民生費
　  介護保険特別会計への繰出金……  2億5,916万円
　  国民健康保険会計への繰出金……  4億7,210万円
　  後期高齢者医療療養給付費負担金…  1億7,610万円
　  児童手当給付費……………………  4億5,547万円
　  障害児者福祉費……………………  2億5,656万円
　  保育所運営費（町立４園、民営1園）
　　　　　　　　　　　　　………… 5億2,400万円
　  乳幼児医療費……………………  1億　951万円
◆ 衛生費
　  須恵町外二ヶ町清掃組合への負担金
　　　　　　　　　　　　　………… 6億9,522万円
　  ごみ収集等委託料…………………  2億6,588万円
◆ 農林水産業・商工費
　  農地治水費……………………………… 5,531万円
　  中小企業融資預託金…………………… 2,000万円
◆ 土木費
　  道路改良事業費……………………  1億1,066万円
　  千代・粕屋線街路建設費…………  1億4,099万円
　  交通安全施設整備事業費……………… 2,932万円
　  下水道事業特別会計への繰出金…  5億8,121万円
　  駕与丁公園管理費……………………… 4,990万円
◆ 消防費
　  粕屋南部消防組合への負担金……  3億1,279万円
　  消防自動車購入費……………………… 1,945万円
◆ 教育費
　  学童保育費……………………………… 6,760万円
　  粕屋東中学校大規模改造事業費…  1億1,621万円
　  生涯学習センター運営費……………… 9,225万円
　  図書館運営費…………………………… 9,595万円
　  総合体育館運営費…………………  1億2,793万円
◆ 公債費
　  公債費………………………………17億5,436万円

その他
 34億2,495万円
（33.7％）

その他
 34億2,495万円
（33.7％）

その他
 34億2,495万円
（33.7％）

消費的経費 
59億7,112万円
（58.8％）

消費的経費 
59億7,112万円
（58.8％）

消費的経費 
59億7,112万円
（58.8％）

人件費
17億5,936万円
（17.3％）

人件費
17億5,936万円
（17.3％）

人件費
17億5,936万円
（17.3％）

物件費
15億5,427万円
（15.3％）

物件費
15億5,427万円
（15.3％）

物件費
15億5,427万円
（15.3％）

補助費等
13億7,555万円
（13.5％）

補助費等
13億7,555万円
（13.5％）

補助費等
13億7,555万円
（13.5％）扶助費

11億9,361万円
（11.8％）

扶助費
11億9,361万円
（11.8％）

扶助費
11億9,361万円
（11.8％）

維持補修費
8,833万円
（0.9％）

投資・出資金及び貸付金
7,514万円
（0.7%）

投資・出資金及び貸付金
7,514万円
（0.7%）

投資・出資金及び貸付金
7,514万円
（0.7%）

積立金
1,034万円
（0.1%）

積立金
1,034万円
（0.1%）

積立金
1,034万円
（0.1%）

普通建設事業費
7億5975万円
（7.5％）

普通建設事業費
7億5975万円
（7.5％）

普通建設事業費
7億5975万円
（7.5％）

歳　出
公債費

17億5,437万円
（17.3％）

公債費
17億5,437万円
（17.3％）

公債費
17億5,437万円
（17.3％）

繰出金
15億8,511万円
（15.6％）

繰出金
15億8,511万円
（15.6％）

繰出金
15億8,511万円
（15.6％）

投資的経費
7億5,975万円
（7.5％）

投資的経費
7億5,975万円
（7.5％）

投資的経費
7億5,975万円
（7.5％）
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し
、
職
業
観
・
勤
労
観
・
生
き
方

観
な
ど
を
深
め
る
。（
自
己
の
生
き

方
を
考
え
る
力
）

　

こ
の
職
場
体
験
に
参
加
し
た
生
徒

た
ち
の
感
想
を
聞
く
と
、

　

消
防
署
で
働
い
た
生
徒
は
、「
消

防
業
務
を
通
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。
特
に
日
ご
ろ
の
訓
練
の
た

い
せ
つ
さ
が
分
か
っ
た
」

　

浄
水
場
で
、
実
際
に
水
の
水
質
検

査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
「
水
を
安
心

し
て
飲
め
る
に
は
こ
の
職
業
の
人
た

ち
が
お
ら
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
」

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
で
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
場
の
砂
の
除
去
作
業
の
仕
事
を

し
た
生
徒
は
、「
や
り
が
い
が
あ
っ

た
」「
体
を
使
う
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
が
分
か
っ
た
」

　

コ
ン
ビ
ニ
で
働
い
た
生
徒
は
、

「
見
た
目
よ
り
つ
ら
い
」「
仕
事
の
つ

ら
さ
が
分
か
っ
た
」「
社
会
人
と
し

て
の
マ
ナ
ー
や
礼
儀
、
あ
い
さ
つ
の

た
い
せ
つ
さ
が
分
か
っ
た
」

　

幼
稚
園
で
働
い
た
生
徒
は
、「
楽

し
か
っ
た
」

　

な
ど
、
社
会
生
活
上
の
マ
ナ
ー
・

将
来
の
職
業
を
選
ぶ
参
考
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
各
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
は
、

大
変
お
世
話
を
お
か
け
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
（
水
）〜
17
日
（
木
）
の

間
、
粕
屋
中
・
粕
屋
東
中
の
２
年
生

（
３
２
７
名
）
が
、
町
内
及
び
近
隣

市
町
の
延
89
事
業
所
で
職
場
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
職
場
体
験
は
、
毎
年
行
っ
て

い
る
総
合
学
習
の
一
環
で
、
次
の
よ

う
な
目
標
・
目
的
を
持
っ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

○
実
際
に
職
場
を
体
験
す
る
こ
と
を

と
お
し
て
、
自
分
の
進
路
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
。

○
職
場
体
験
を
計
画
・
実
行
す
る
中

で
、
社
会
生
活
上
の
マ
ナ
ー
や
礼

儀
を
学
習
し
身
に
つ
け
る
。

○
地
域
の
職
場
を
訪
問
し
、
職
場
を
体

験
す
る
こ
と
で
地
域
の
人
た
ち
と

の
交
流
を
図
る
。

○
地
域
の
事
業
所
で
働
く
体
験
を
と

お
し
て
、
社
会
の
し
く
み
を
実
感

中学生の

浄水場で水質検査をする生徒

テニスコート上の砂を除去する生徒

　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町広報
広聴係まで。

　９月14日（月）、農家の皆さんの指導のもと約１、２００㎡の休耕田

（江辻区）を利用して大川小学校の６年生（78名）が町花であるコスモス

の種をまきました。

　これは、昨年総合学習の中で「粕屋の農業を考える」をテーマにして、

地元の農家の皆さんも交えて話し合った中で、コスモスの栽培のことが話

題になり、そのことを農家の方が覚えておられ、今回の種まきとなったも

のです。

　参加した児童たちは、「うまく種をまくことが出来たので、10月下旬ご

ろの満開のコスモスを見るのが楽しみです。」と話していました。

大川小の６年生コスモスの種

大川小の６年生コスモスの種

大川小の６年生コスモスの種

大川小の６年生コスモスの種

大川小の６年生コスモスの種

大川小の６年生コスモスの種
をまくをまくをまくをまくをまくをまく

幼稚園で運動会準備の手伝いをする生徒

職場体験
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自分たちがこの運動をとおして
思ったことを発表する児童たち

　

９
月
５
日(

土)

・
６
日(

日)

、
粕

屋
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
、
６
会
場
で
か
っ
ぱ
リ
ン

グ
事
業
「
第
12
回
糟
屋
地
区
中
学
生

地
域
交
流
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
36
チ
ー
ム
約
１
、
０
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
残
暑
厳
し
い
中
、

中
学
生
サ
ッ
カ
ー
少
年
た
ち
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
交
流
を
通
じ
「
水
」

の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

　
「
か
っ
ぱ
リ
ン
グ
」
と
は
、「
か
っ

ぱ
」
で
代
表
さ
れ
る
筑
後
川
と
交
流

の
輪(
リ
ン
グ)

を
広
げ
、
筑
後
川
流

　

９
月
25
日
（
金
）、
福
岡
県
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
長
か
ら
大
川
小
学

校
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
こ
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
３
年
生
89
名
が
、
本
年

の
４
月
23
日
（
木
）、
校
舎
中
庭
に

福
岡
県
が
指
定
す
る
「
人
権
の
花
」

ひ
ま
わ
り
の
種
を
一
人
一
人
ま
き
、

毎
日
水
や
り
や
草
取
り
を
続
け
て
育

て
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
贈
呈
式
に
、
人
権
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
人
K
E
N
ま
も

る
君
」
と
「
人
K
E
N
あ
ゆ
み
ち
ゃ

ん
」
も
来
校
し
、
子
ど
も
た
ち
が
献

身
的
に
育
て
た
こ
と
を
祝
福
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
「
ひ
ま
わ
り
」
の
栽
培
を
と

お
し
て
、
子
ど
も
一
人
一
人
が
「
命

の
た
い
せ
つ
さ
、
友
達
を
思
い
や
る

心
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん

だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

域
と
福
岡
都
市
圏
市
町
の
「
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
」(

２
つ
の
も
の
の
組
合
せ)

を
進
め
る
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

福
岡
都
市
圏
に
は
、
大
き
な
河
川

が
な
い
な
ど
、
水
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
な
い
た
め
、
福
岡
都
市
圏
の
市
町

全
体
で
使
う
水
の
約
３
分
の
１
を
筑

後
川
の
水
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
福
岡
市
を
除
く
福
岡
都
市
圏
を

４
つ
の
地
域
（
粕
屋
地
域
、
筑
紫
地

域
、
宗
像
地
域
、
糸
島
地
域
）
に
分

け
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
水
源
地
域

で
の
植
樹
な
ど
を
通
じ
て
、
筑
後
川

流
域
と
福
岡
都
市
圏
の
地
域
又
は
自

治
体
単
位
で
行
う
住
民
同
士
の
交
流

事
業
（
福
岡
都
市
圏
筑
後
川
流
域
交

流
推
進
事
業
）
を
「
か
っ
ぱ
リ
ン
グ

事
業
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

かっぱ
リング

事業

糟屋地
区中学

生

地域交
流

サッカ
ー大会

かっぱ
リング

事業

糟屋地
区中学

生

地域交
流

サッカ
ー大会

かっぱ
リング

事業

糟屋地
区中学

生

地域交
流

サッカ
ー大会

かっぱ
リング

事業

糟屋地
区中学

生

地域交
流

サッカ
ー大会

かっぱ
リング

事業

糟屋地
区中学

生

地域交
流

サッカ
ー大会

かっぱ
リング

事業

糟屋地
区中学

生

地域交
流

サッカ
ー大会

かっぱ
リング

事業

糟屋地
区中学

生

地域交
流

サッカ
ー大会

かっぱ
リング

事業

糟屋地
区中学

生

地域交
流

サッカ
ー大会

「
人
権
の
花
」
運
動
で

大
川
小
学
校
に
感
謝
状

自分たちがこの運
思ったことを発表

９
屋
中

場
と

グ
事

地
域

さ
れ

が
参

中
学

を
繰

の
大「

か
ぱ
」

の
輪

　

粕
屋
町
の

新
し
い
人
権

擁
護
委
員
に
、

伴　

久
子
さ

ん
（
花
ヶ
浦

区
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
粕
屋
町
で
は
、
４
人
の

人
権
擁
護
委
員
に
活
動
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
１
名
の
増
員
が

あ
り
、
10
月
１
日(

木)

、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
町
の

人
権
に
関
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

主
な
活
動
は
、
福
岡
法
務
局
（
常

設
）
や
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
相
談
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
人
権
啓
発
に
つ
い
て
も
「
人
権

の
花
」
運
動
や
街
頭
啓
発
、
講
演
な

ど
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
年
６
回
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
「
特
設
人
権
相
談
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
問
題
・
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
・
い
じ
め
な
ど
、
子
ど
も
の
人

権
に
関
す
る
問
題
、
差
別
の
問
題
な

ど
非
常
に
幅
の
広
い
相
談
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手

続
も
な
く
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

　
〈
次
回
の
特
設
人
権
相
談
〉

●
日
時　

12
月
１
日
（
火
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
人
権
擁
護
委
員

　

八
尋
須
恵
子
さ
ん

　

森　

紘
さ
ん

　

岩
田
敏
之
さ
ん

　

澤
田
初
美
さ
ん

　

伴　

久
子
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
総
務
課

　

☎(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
２
２

３
へ

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

伴　

久
子
さ
ん
が
就
任

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

伴　

久
子
さ
ん
が
就
任

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

伴　

久
子
さ
ん
が
就
任
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「
ご
長
寿

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す
」

「
ご
長
寿

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す
」

「
ご
長
寿

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す
」

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
今
年
度

百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
を
、
９
月

20
日
（
日
）、
篠
﨑
町
長
・
西
村
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
及
び
永
長
粕

屋
保
健
福
祉
事
務
所
長
が
、
ま
た

百
一
歳
以
上
の
長
寿
者
の
方
を
、

渡
辺
副
町
長
・
浦
元
社
会
福
祉
協

議
会
副
会
長
が
訪
問
し
、
長
寿
を

お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
大
変
お
元
気
で
、
訪
問

者
の
お
祝
い
の
言
葉
に
笑
顔
で

「
あ
り
が
と
う
」
と
応
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ご
家
族
の
皆
さ
ん
へ

も
併
せ
て
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

今
年
度
に
百
歳
以
上
に
な
ら
れ
る

方
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
過
ご
さ

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
百
歳

　

松
尾
平
三
さ
ん
（
花
ヶ
浦
）

　

山
田
重
兵
衛
さ
ん
（
原
町
）

　

宮
﨑
崎
恵
さ
ん
（
朝
日
）

　

中
囿
シ
カ
ノ
さ
ん
（
乙
仲
原
西
）

　

吉
村
雪
夫
さ
ん
（
長
者
原
下
）

　

永
井
ミ
ツ
ノ
さ
ん
（
内
橋
一
）

　

渋
田
秀
摩
さ
ん
（
長
者
原
下
）

○
百
一
歳

　

渡
辺
三
郎
さ
ん
（
駕
輿
丁
）

　

福
澤
ツ
ギ
さ
ん
（
上
大
隈
）

○
百
二
歳

　

權
堂
イ
ソ
ノ
さ
ん
（
酒
殿
）

　

沓
脱
ヒ
サ
ヱ
さ
ん
（
原
町
）

　

一
鬼
キ
ヨ
ノ
さ
ん
（
乙
仲
原
東
）

○
百
三
歳

　

高
木
ト
シ
ノ
さ
ん
（
戸
原
）

　

大
井
手
フ
ミ
さ
ん
（
柚
須
）

　

永
田　

二
さ
ん
（
若
宮
）

長
寿
者
訪
問

長
寿
者
訪
問

長
寿
者
訪
問

松尾平三さん

永井ミツノさん

福澤ツギさん

一鬼キヨノさん

高木トシノさん大井手フミさん永田二さん

權堂イソノさん

宮﨑崎恵さん

渋田秀摩さん

沓脱ヒサヱさん

吉村雪夫さん

山田重兵衛さん
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(716,678,852)

給水量
376.2万㎥

　

平
成
20
年
度
末
の
給
水
人
口
は
３

９
、
９
５
８
人
と
な
り
、
前
年
度
よ

り
９
１
１
人
増
加
し
て
水
道
普
及
率

は
９
６.
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
建
設
工
事
は
、
下
水
道
工
事

と
並
行
し
て
施
工
し
た
配
水
管
切
替

工
事
・
浄
水
場
水
質
計
器
更
新
工
事

な
ど
を
実
施
し
、
配
水
能
力
や
水
質

管
理
の
向
上
を
行
い
ま
し
た
。

　

経
理
面
で
は
、
収
益
的
収
支
で
４

０
、
９
３
３
、
１
７
２
円
の
純
利
益

を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
資
本
的
収

支
で
３
１
６
、
７
６
９
、
２
５
７
円

の
資
金
不
足
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の

不
足
額
に
つ
い
て
は
、
損
益
勘
定
留

保
資
金
や
減
債
積
立
金
な
ど
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

収益的収支の状況　（消費税除く）

給　水　実　績

給　水　量

3,761,778㎥

無収水量

有収水量

有効給水量
の内訳

前年度

97.6%

前年度

95.8%

有効率

97.1%

有収率

95.3%

有効給水量

3,652,652㎥

66,927㎥

3,585,725㎥

営 業 収 益

( 内給水収益 )

営 業 外 収 益

特 別 利 益

収益的収入　計

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

収益的支出　計

当年度純利益

799,383,692

  

49,814,483

3,789,037

852,987,212

731,860,620

79,775,620

417,800

812,054,040

40,933,172

項　　目 金　額　（円）

金　額　（円）

資本的収支の状況　（消費税含む）

工 事 負 担 金

資本的収入　計

建 設 改 良 費

企業債償還金

資本的支出　計

不 足 額

804,300

804,300

202,008,123

115,565,434

317,573,557

316,769,257

項　　目

須恵町分水
19.0万㎥
5.0％

給水原価

供給単価
　（売価）

226.12円

199.87円

水道料金の原価と売価
（１㎥当たり）

平
成
17
年
度 

粕
屋
町
水
道
事
業
決
算
状
況

平
成
20
年
度 

粕
屋
町
水
道
事
業
決
算
状
況

【給水量の内訳】

企業団受水
181.7万㎥
48.3％

自己水源
175.5万㎥
46.7％

水道所有者の
変更はお済ですか

　上水道を申し込まれたとき

に届け出られた「水道所有

者」が代わられた場合は、所

有者変更の届出が必要です。

毎月の水道検針時にお渡しし

ています「ご使用量のお知ら

せ」をご覧いただき、死亡な

どで実際の所有者と違ってい

るときは、上下水道課（☎

938-2311内線452・456）

まで連絡をお願いします。

貸 借 対 照 表
（平成21年3月31日現在）

科　　目 金　　額

資産合計 負債資本合計

科　　目 金　　額（円）（円）

6,034,782,175 6,034,782,175

　　　　　（資産の部）
　固定資産
 　　土地
 　　建物
 　　構築物
 　　その他
　流動資産
　　  現金預金
　　  未収金
　　  貯蔵品
　繰延勘定

4,784,916,687
220,652,343
122,907,148

3,742,969,737
698,387,459

1,240,025,488
1,169,692,238
68,112,900
2,220,350
9,840,000

　　　　　 （負債の部）
　修繕引当金
　未払金
　前受金
　預り金
（負債の部合計） 
　　　　　 （資本の部）
　自己資本金 
　借入資本金 
　剰余金 
　　資本剰余金
　　減債積立金
　　利益積立金
　　建設改良積立金
　　未処分利益剰余金
（資本の部合計）

35,000,000
143,139,261

758,608
300,000

179,197,869
　

1,159,585,067
2,199,828,484
2,496,170,755
1,836,689,240
70,500,000
106,000,000
346,000,000
136,981,515

5,855,584,306
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国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、１

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
な
ど
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、生
命
保
険
会
社
な
ど
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明
書

（
ハ
ガ
キ
）が
、社
会
保
険
庁
か
ら
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
の

際
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、申
告

を
行
う
ま
で
た
い
せ
つ
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
る「
社
会
保
険
料(

国

民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」に
記

載
さ
れ
た
お
問
い
合
わ
せ
先
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●問い合わせ　年金ダイヤル ☎0570（05）1165又は東福岡社会保険事務所 ☎（651）7129
　　　　　　　粕屋町国保健康課年金係 ☎（938）2311 内線443・444

退職予定の皆さまへ 保険料の申請免除の手続には
　　　　　　次の書類が必要です。
●年金手帳、又は基礎年金番号通知書
●認印
●雇用保険受給資格者証、又は雇用保険被保
　険者離職票
※「所得証明書」が別途必要となる場合があります。

※連帯納付義務者である世帯主や配偶者

の所得額が一定以上の場合は、保険料

の申請免除が受けられない場合もあり

ます。

　失業を理由とする国民年金保険料

の免除制度があります。退職後、失

業のため国民年金保険料の納付が困

難な方には保険料の申請免除の制度

が設けられています。（失業の理由

は問いません）

　保険料の免除は、粕屋町の国民年金担当窓

口に申請が必要となりますので、国民年金の

加入手続の際に併せてご相談ください。

　保険料の免除・納付猶予・納付特例を受けた期間の保険料を追納す
る場合、10年前までさかのぼって保険料を納めることができます。た
だし、３年目以降から当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上
乗せされます。追納すると、年金額は通常に納付したのと同じになり
ます。
　未納期間については、２年前までさかのぼって保険料を納められます。

追納しましょう

国民年金保険料を年末調整や
確定申告する際「社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書」
などの添付や提出が必要です。
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粕
屋
町
国
土
利
用
計
画

(

素
案)

に
対
す
る
意
見
募
集

●
計
画
名　

第
３
次
粕
屋
町
国
土
利

用
計
画
（
平
成
22
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
町
の
土

地
利
用
の
指
針
と
な
る
も
の
）

●
意
見
募
集
期
間　

11
月
２
日(

月)

か
ら
11
月
30
日(

月)

ま
で

●
縦
覧
場
所　

粕
屋
町
役
場
企
画
課

・
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
・
粕
屋
フ

ォ
ー
ラ
ム

※

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

●
応
募
方
法　

電
子
メ
ー
ル
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
・
郵
送
・
窓
口
持
参
の
い

ず
れ
か
。

●
そ
の
他　

ご
意
見
を
提
出
さ
れ
た

方
の
住
所
・
氏
名
等
は
公
表
い
た

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
意
見
な
ど

に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

●
あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

粕
屋
町
役
場　

企
画
課
（
〒
８
１

１―

２
３
９
２　

粕
屋
町
駕
与
丁

一
丁
目
１
番
１
号
☎(

９
３
８)

２

３
１
１
内
線
２
３
２
・
２
３
４

　

F
A
X(

９
３
８)

３
１
５
０

e
-m
a
il：
b
o
syu
@
to
w
n
.ka
su

ya
.fu
ku
o
ka
.jp

かすや子どもの日かすや子どもの日かすや子どもの日かすや子どもの日

子どもの笑顔はかすやの未来
おとなも子どもも元気になろう

式典開催

●
日
時

　

11
月
14
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

粕
屋
町
で
は
、
11
月
の
第
２
土
曜
日

を
「
か
す
や
子
ど
も
の
日
」
と
し
、「
子

ど
も
を
慈
し
み
は
ぐ
く
む
輪
を
広
げ
よ

う
」「
子
ど
も
に
つ
い
て
町
民
一
人
一

人
が
考
え
る
日
に
し
よ
う
」
と
い
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
子
ど
も
た
ち
が
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
活

動
紹
介
や
花
火
大
会
の
絵
の
表
彰
、
子

ど
も
た
ち
作
成
の〝
子
ど
も
の
笑
顔
〞ポ

ス
タ
ー
展
示
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
、〝
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
〞を
開
催
し
ま
す
。

　

プ
レ
ー
パ
ー
ク
な
ど
も
計
画
中
で
す

の
で
、
ま
さ
に
大
人
も
子
ど
も
も
元
気

に
な
れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
家
族
連
れ
で
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
子
育
て
支
援

課　

☎(

９
３
８)

２
３
１
１   

内
線

５
２
３
・
５
２
９

去年の式典風景

　平成21年度の国の補正予算の成立により、｢女性特有のがん検診推進事業｣が全国的に実施されるこ
ととなりました。国の指定する年齢と粕屋町で実施する婦人がん検診の対象者が重複する方もいます。
　平成21年6月30日時点で粕屋町民である方で下記の生年月日に該当する方に、がん検診の無料クー
ポン券と検診手帳を10月初めに送付しています。ぜひこの機会にがんを早期に発見し、早期に治療する
ためにがん検診をお受けください。

●受診日程・場所は、健康センター又は指定の医療機関になります。
　詳しくは、クーポン券と同封のチラシをご覧ください。
●上記の対象者の方で平成21年6月30日以降に粕屋町に引っ越してこられた方など、クーポン券がお
手元に届いていない場合は、健康センターまでご連絡ください。
●問い合わせ　粕屋町国保健康課健康推進係（粕屋町健康センター内）☎(938)2311内線525・526

【クーポン券対象者】 年齢は、平成21年4月1日現在
　　子宮頸がん検診対象者 乳がん検診対象者

20歳　昭和63年4月2日～平成元年4月1日

25歳　昭和58年4月2日～昭和59年4月1日

30歳　昭和53年4月2日～昭和54年4月1日

35歳　昭和48年4月2日～昭和49年4月1日

40歳　昭和43年4月2日～昭和44年4月1日

生　　年　　月　　日

40歳　 昭和43年4月2日～昭和44年4月1日

45歳 昭和38年4月2日～昭和39年4月1日

50歳 昭和33年4月2日～昭和34年4月1日

55歳 昭和28年4月2日～昭和29年4月1日

60歳 昭和23年4月2日～昭和24年4月1日

生　　年　　月　　日

女性特有のがん検診推進事業の実施について
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《
み
ん
な
で
創
ろ
う

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》

〜
成
人
教
育
〜

　

成
人
の
年
齢
幅
は
広
く
興
味
関

心
も
多
様
で
あ
り
、
各
層
に
期
待

さ
れ
る
教
育
も
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
社
会
教
育
で
は
学
習
が
効
果

的
に
進
む
よ
う
に
、
年
齢
別
・
性

別
の
組
織
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

成
人
各
層
が
資
質
を
み
が
き
、
生

活
文
化
を
向
上
し
社
会
福
祉
を
増

進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
が
進
み
ま
す
。

（
１
）
青　

年

　

青
年
団
は
文
化
祭
を
始
め
、
町

行
事
と
の
連
携
活
動
に
よ
り
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

空
と
海
の
会
で
は
青
年
と
少
年

の
交
流
・
国
際
交
流
の
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

（
２
）
壮　

年

　

各
行
政
課
に
よ
る
出
前
講
座
を

利
用
す
れ
ば
、
暮
ら
し
の
情
報
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
・
粕
屋
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
は
生
涯
学
習
情
報
が
集

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）
女　

性

　

婦
人
会
で
は
生
活
に
密
着
し
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
く
の
女
性

が
関
係
機
関
に
よ
る
子
育
て
や
福

祉
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

（
４
）
高
齢
者

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
相
互
交
流
を

促
進
し
、
社
会
参
加
に
よ
っ
て
高

齢
者
の
経
験
知
を
生
か
す
機
会
と

場
を
設
け
て
い
ま
す
。

〜
ど
う
ぞ
の
似
合
う
粕
屋
町
〜

　

地
域
の
行
事
や
組
織
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、
相
互
に
生

涯
学
習
を
深
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

団
体
の
み
な
ら
ず
、
粕
屋
町
が

活
力
を
得
る
た
め
に
は
、
異
世
代

交
流
を
進
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

自
治
公
民
館
で
は
青
少
年
リ
ー

ダ
ー
に
活
動
の
場
を
与
え
、
各
社

会
教
育
関
係
団
体
で
は
学
習
機
会

の
連
携
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
若
い
母
親
を
支
え
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
な
ど

も
当
面
す
る
課
題
で
す
。
皆
さ
ん

の
知
恵
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

●日時　11月14日（土） 13:00～16：00
●場所　サンレイクかすや　　
●内容　13：00～　【みんなで遊ぼう】
　　　　　　・おもちゃ作り　・木工遊び　・ゲームコーナー
　　　　　　・プラパン作り　・サンバイザー作り
　　　　　　・プレーパークでお父さんと遊ぼう
　　　　　　・抹茶コーナー　・フリーマーケット
　　　　　　・飛ばして遊ぼう　・キッズカフェ
　　　　　　・図書コーナー　　・手遊びコーナー
　　　　　　・健康かすや21コーナー
　　　　15：00～　【楽しいステージ】（さくらホール）
　　　　　　・保育士による和太鼓演奏（雅KASUYA）
　　　　　　・体操・劇やうた（楽器演奏）など

●協力団体　町立保育所、粕屋わかば保育園、ヴィラのぞみ愛児園
　　　　　　あおぞら園、粕屋町子育て支援課
　　　　　　粕屋町国保健康課、町立図書館
　　　　　　つどいの広場、福岡魁誠高校
　　　　　　粕屋町子育て応援団
●問い合わせ　粕屋町立中央保育所 
　　　　　　　☎（938）8746

第７回第７回第７回第７回 こどもフェスティバル
こどもフェスティバル
こどもフェスティバル
こどもフェスティバル

　

11
月
24
日（
火
）〜
27
日（
金
）は
、健
康
か
す
や
21
週
間
で
す
。粕
屋
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
で
健
康
か
す
や
21
の
活
動
展

示
を
行
い
ま
す
。ご
来
庁
の
際
は
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
国
保
健
康
課
健
康
推
進
係（
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）２
３
１
１　

内
線
５
２
５
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No.67
糟屋地区少年団体指導者研修会を開催
　糟屋地区少年団体指導者研修会を今年度は粕
屋町の担当で、９月６日(日)に中央小学校の体
育館で開催しました。過去３年間取り組んでき
たジュニアリーダー育成のまとめとして、直接
ジュニアリーダーの活動に触れようと「ジュニ
アリーダーとレクリエーションを楽しもう！」
と題して、ジュニアリーダーの指導によるレク
リエーションの実技体験を行いました。
　７月から各市町ジュニアリーダーズクラブ代
表が集まり、企画・立案し、当日は百数十名の
大人を前にして堂々とレクリエーションを進め、
人を引きつけるために必要な笑顔と声の大きさ、
説明の明瞭さ、テンポの良さなど、初めて顔を
合わせる大人たちを楽しませる技術を見ると、
レベルの高さに改めて驚かされ、そして頼もし
さを感じました。つい童心に返り、笑い・走り、
とても楽しいレクリエーションを体感しました。
粕屋町からも13名が参加し、他町のジュニアリ
ーダーとともにがんばっていました。
　最も彼らの成長を感じたのが、レクリエーシ
ョン後の質疑応答で各市町の代表の子どもたち
が、大人からの質問に臆せず自分たちの言葉で

的確に回答している姿でし
た。
　今回の研修会を開催して、
私たち大人が中学生・高校
生を対象とした活動の場を
提供して、彼らの可能性を
引き出し、社会性を身につ
けた豊かな成長を見守らな
ければならないと感じまし
た。そのためにもジュニアリーダー活動の定
着・活性化は必要だと思います。
　ジュニアリーダーのおかげで、大変有意義な
そして楽しい研修会になりました。

平成２１年度 第2回子ども会リーダー研修会
　９月19日(土)・20日(日)、国立夜須高原青少
年自然の家で、小学生４６名、ジュニアリーダ
ー 18名、指導者23名が参加して行いました。
　研修会では、まず研修目標を班で話し合い、

野外炊飯・キャンプファイヤー・ウォークラリー、
最後に研修会の振返りを行い、無事終わりまし
た。
　すべての研修を、ジュニアリーダーの助言・

指導を受けて班単位で活動し、子
ども会リーダーとして必要な団体
生活での助け合い、時間・規律を
守るなど目標の達成に向け有意義
な研修ができました。研修会に参
加して経験したことを活かして、
ぜひ子どもたちの手で子ども会の
運営が行われることを期待してお
ります。

糟屋地区ジュニアリーダー交流研修会
　糟屋地区のジュニアリーダーの交流研修会が、
９月26日(土)・27日(日)に一泊二日の日程で玄
海少年自然の家「玄海の家」で開催され、粕屋
町からも９名のジュニアリーダーが参加しまし
た。この交流研修会は、糟屋地区内のジュニア
リーダーが集まり、情報交換や技術・資質の向
上を目的に昨年より開催されています。
　この研修会は、各市町から集まった実行委員
会が企画・立案し、自らの手で実行しました。
　まずは各町の現状・活動内容などの紹介が行
われ、野外炊飯・ナイトウォーク・レクリエー

ションなどで、友情・
連帯感を深めていまし
た。
　今後も交流会を続け
られ、ジュニアリーダ
ーとしての技術や資質
が向上し、より成長し
たジュニアリーダーに
育ち、活動の活性化を
期待しております。

育てよう 
子どもの手による子ども会

各市町ジュニアリーダー活動の紹介

野外炊飯

研修会の目標を話し合っています キャンプファイヤー

レクリエーションを
楽しむ参加者たち

大人の質問に答えるジュニアリーダー

い
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　近年、子どもの体力低下が問題視されるなか、福岡県

では小・中学校全学年の体力テストを実施しました。

　私たち体育指導委員は、町内３校から応援要請を受

け、体力テストの指導を行いました。子どもたちは、一

生懸命頑張っていましたが、あまりよい結果ではありま

せんでした。

　今後私たち体指は、普段スポーツをしない、また苦手

な子どもたちのために運動する機会を作るなど、子ども

の体力向上を目指して活動をしていきたいと思います。

○講話「障害者スポーツと地域・社会のつながり」
　　講師：アトランタパラリンピック 水泳50ｍ平泳ぎ
　　　　　金メダリスト　梶原紀子氏

　梶原さんは両足が不自由で、21歳から競技を始
め、パラリンピックに４回連続出場されました。
　障がい者を受け入れてくれるプールがなかなか
見つからなかったそうで、だれでもスポーツ活動
に親しめる社会の実現に向け、体指の責務を痛感
しました。

○実技研修「ゴールボール」
　　講師：北京パラリンピック　日本代表選手
　　　　　安達阿記子氏・浦田理恵氏・小宮正江氏

　コートのラインに紐を入れ、それをさわり確認
しながら鈴の入ったボールをゴールに向かって投
げ得点を競い、守備は鈴の音を頼りに体を投げ出
して止める、視覚障がい者のために考案された球
技を体験しました。
　笑顔を絶やさず活動される明るい３人の姿に感
動しました。

健康づくりはスポーツから
私たちが応援します。

粕屋町体育指導委員会　広報部  No.29

町内小学校の体力テストに出向いて

■問い合わせ　粕屋町教育委員会　社会教育課　☎(938)1410・FAX(938)5601

生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも

・1ー2でステップに上がり、3ー4で降ります。

・上がった足から降りるようにします。

・身体に対する負荷が偏らないように、自分の筋

力に合わせて高さを、体力に合わせて速度・回

数を変えていきます。

・膝に不安がある人は、注意して行い、もし痛み

を感じた場合は、中止してください。

地域スポーツ指導者研修に参加して （6月14日津屋崎体育センター）

健康づくりパート５

〔踏み台昇降運動〕
　脚の筋肉は、体重を支えて歩くのに重要な筋肉で、快適・活動的な生活を送るためにとても大切です。

１
ステップ
１
ステップ
１
ステップ

２
ステップ
２
ステップ
２
ステップ

３
ステップ
３
ステップ
３
ステップ

４
ステップ
４
ステップ
４
ステップ

最近少しの段
差につまずき
やすくなった

幅広い年齢層
の方に
おすすめです

お腹の周りが

気になり始めた
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※電話番号を確認の上、お掛け
　ください。教室案内教室案内

お知らせお知らせ

★【初回のみの講習+トレーニング体験】
　受講後、修了証カードを発行します
　   平日　  土日祝
①11：00　11：00
②13：00　14：00
③15：00　17：00
④19：00
開始５分前までに体育館受付まで。体育館
シューズ・ウェアが必要（ご利用は高校生以上）

★施設利用料 (2時間）
・体育館（当日2時間）及び
 トレーニング室
　300円　一般
　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　400円　一般
　300円　高校生
　200円　小・中学生・65歳～
　100円　幼児

トレーニング講習会 施設利用料

施設
利用料
＋200円

水泳帽が
必要

　　 体育館（アリーナ）

・施設利用料のみ
　○みんなでピンポン　 水・木・金曜　14:00～（90分）
・施設利用料＋200円
　○みんなでテニス　 　　　　火曜　14:00～（90分）
　○ソフトバレーボール教室　 水曜　11:30～（90分）
　○バレーボール教室　 　　　木曜　13:00～（90分）
※体育館では体育館シューズが必要です。

対象：大人
　　（高校生以上の方）

粕屋町総合体育館（かすやドーム）
　粕屋町駕与丁3-2-1　☎９３９－５１３０

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome－sc.jp/h
　　　　　　　　　　 

軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００
　　　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　　　土・日・祝日１０：００～１９：３０
　＊毎週月曜日（祝日除く）は休館日となります。祝日の場合の教室は全てお休みとなります。

営
業
時
間

◎11月より土日祝のプールアリーナの営業時間が変ります。
　　10:00 ～ 19:15（遊泳可能時間）　19:30（閉館時間）。
　※平日は今までどおり変更はありません。
◎お得な定期券やレインボーパス　好評発売中。
　★お得な定期券で運動習慣をつけませんか。

11月より土日祝のプールアリーナの営業時間が変わります

http://www.kasuyadome－sc.jp/h

各クラスの曜日や時間など
教室詳細は館内チラシやWEBで

○…休館日　その他は全て開館
▲…祝日営業日（教室は休み）

日 月 火 水 木 金 土
2
9
16
23
30

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

3
10
17
24

5
12
19
26

4
11
18
25

　　 プールアリーナ
対象：大人
　　（高校生以上の方）

・施設利用料＋200円
　●水中ウォーキング　火曜 13:00～（30分）
　●はじめての水泳　   金曜 13:00～（30分）
・施設利用料＋500円
　●種目別スイムレッスン　火曜 13:00～・20:20～（40分）
　●アクアビクス　　　　　水曜 13:30～（40分）
※プールでは水着・水泳帽が必要です。

平成21年度 こどもスポーツ
100円スポーツ（100スポ）17：00～18：00
●スポーツの出会いの場  100円でいつからでも参加できます。

ステージ制

● 火曜・・・女子限定（全学年）
　バドミントン
● 金曜・・・1年生限定（1年生のみ）
　ドッジボール

● 水曜・・・全学年（男女）クラス
　バドミントン

11月は以下のメニューで行います。

◎ステージ1，2，3も通常どおり行っています。
　毎週火曜～金曜日　開催中
　ハンドボール・フットサル・バレーボールがあります。

　小学生のためのこどもスポーツ  3つのステージでレベルに応じた運動
ができレベルアップする楽しさを学びます。
※詳しい内容は館内チラシ、ホームページなどでご確認ください。

※参加に必要なもの…体育館シューズ・飲み物など

※木曜日はお休みです

各教室の申込み開始日のご案内

※各教室の詳細は館内チラシ、ホームページなどでご確認ください。
※各教室とも定員に達ししだい締切ります。

　受付場所：☆…体育館受付にて　　★…プールアリーナにて

☆秋の短期幼児教室 　　火曜・木曜実施
　　火：鉄棒教室 (定員 15名)
　　木：幼児ハンドボール教室 (定員 20名)
　　料金：3,000円/4回
　申込み開始日：11月10日(火) 15:00 ～

★秋の短期子ども水泳教室 開催決定
　　火曜～金曜
　　くらげ・めだか・いるか・スーパーいるかクラス実施
　　料金：3,000円/4回　　
　申込み開始日：〈新規〉11月14日(土) 9:00 ～

★水泳教室　【第3期】　1月上旬～スタート
　　・子ども水泳… 8,000円/10回
　申込み開始日：〈新規〉11月14日(土) 9:00 ～
　　・大人水泳…10,000円/10回
　申込み開始日：〈新規・継続〉11月21日(土) 10:00 ～

☆テニス教室　【第4期】　11月中旬～スタート
　　・大人テニス…10,000円/8回　
　　・子ども･幼児テニス…8,000円/8回　　　
　申込み開始日：〈新規〉11月1日（日）13:00 ～

☆大人はじめてテニスクラス【12月分】
　　　水曜日クラス： 2,250円/3回（12/2・9･16)
　　　木曜日クラス： 2,250円/3回（12/3･10･17）
　申込み開始日：11月18日（水）12:00 ～ 

携帯からもアクセス可

携帯からもアクセス可

10:00～19:15(遊泳可能時間 )
       　  19:30(閉館時間 )

※平日は今までどおり変更は、
　ありません



■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

11月の催し物
開催日 会場催 事 名

３
日
(火)
（祝）
8
日
(日)

15
日
(日)

14
日
(土)

※催し物は、変更及び追加することがあります。
　あらかじめご了承ください。

菊声会歌謡教室発表会
開場 9：00　開演 9：30

博多高等学校吹奏楽部
定期演奏会

開場 13：30　開演 14：00
●問い合わせ　博多高等学校

☎681-0331

粕屋町体育協会
30周年記念式典

●問い合わせ　粕屋町都市整備課 山本
　☎938-2311

開場　10：30　開演11：00
粕屋太鼓まつり

子どもフェスティバル

29
日
(日)

12月の催し物
開催日 会場催 事 名

５
日
(土)

５
日
(土)

６
日
(日)

13
日
(日)

19
日
(土)

５
日
(土)

12
日
(土)

12月12日(土)　さくらホール

11月8日(日)　さくらホール

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

12月12日(土)　さくらホール

Ｘ'ｍａｓシルエット劇場

ごんぎつね

うたうシルエット

こわいくんと、よわいさん

※ 　　・・・・・さくらホール

・・・・・多目的ホール

　　ちょっ
と早い

クリスマス
プレゼント

に、

お子さまと
ご覧になっ

て

 みてはい
かがです

か。

午前の部　　開場 10:30　　開演 11:00
午後の部　　開場 13:30　　開演 14:00

全席
指定

前売り 大人￥400　子ども￥100 ※
当日　 大人￥600　子ども￥200 ※

※子ども料金は、3歳以上12歳(小学生)以下とさせていただきます。
※3歳未満は無料。ただしお座席を確保される場合は子ども料金をいただきます。

11月5日(木)　14:00～
ハーモニカコンサート

<出演>ハーモニカ風の会
<曲目>野ばら、里の秋、昭和枯れすすきほか

11月15日(日)　さくらホール

●問い合わせ　☎938-5242　石橋　菊美

●問い合わせ　粕屋町社会教育課

菊声会歌謡教室発表会
開場　9：00　開演　9：30

開場　10：30　開演　11：00

12月6日(日)　さくらホール

粕屋町人権を尊重する町民のつどい
開会 13：30

☎938-1410

粕屋太鼓まつり
～響け輝けかすやの太鼓～

入場
無料

14の粕屋の太鼓チームが、日ごろの練習の成果を披露します。
ご来場をお待ちいたしております。

※新型インフルエンザ感染対策のため中止する場合もございます。
●問い合わせ　粕屋太鼓祭り実行委員会　☎939-0001　090-1976-7923

粕屋町
人権を尊重する町民のつどい

開会 13：30

きらめきコンサート
開場 13：00　開演 14：00
●問い合わせ　粕屋町住民福祉課

☎938-2311

手作り教室

●問い合わせ　粕屋町婦人会
☎939-2039

開始 10：00

クリスマス会

●問い合わせ　森の木子ども園
☎939-3151

開演 15：30

X'masシルエット劇場

音楽発表会
開場 9：30　開演 10：00
●問い合わせ　わかば保育園

☎939-6111

深山喜公幸会 おさらい会
(瑳地若会・寿楽会)

開演 10：00
●問い合わせ　090-9567-0125　本部

14
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No.113

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

粕屋町立図書館　☎939－4646
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html

問 い合わせ
HPアドレス
携帯版ＨＰアドレス

☆あかちゃん向けおはなし会

　第1・第3金曜日　午前１１時から
　11月6日・20日
☆ちいさい子向けおはなし会

　第2・第4金曜日　午前１１時から
　11月13日・27日
☆おおきい子向けおはなし会

　毎週土曜日　午前１１時から
　11月7日・14日・21日・28日
☆小学生向けおはなし会

　第1・第3日曜日　午後3時から
　11月1日・15日
●場所　粕屋町立図書館１階　おはなしのへや

◆今月のおはなし会◆

開館10周年の記念として、11月14日(土)と15日(日)の2日間にわたって映画祭を開催します。
会場：粕屋フォーラム２階視聴覚室　定員：各 50名　※申込み不要。鑑賞は無料です。

振替休館日

振替休館日休 館

休 館

休 館

休 館

日 月 火 水 木 金 土

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

5

12

19

26

4

11

18

25

11 が つ

館内整理日

は、休館日です。

毎月２３日は、粕屋町読書の日です。
この機会にテレビを消して

読書に親しむ習慣づくりをしましょう。

図書館利用者の方から赤いベビーカー
を寄贈していただきました。
ありがとうございます。
大切に使わせていただきます。
図書館のカウンター前に常備しており
ますので、小さいお子様を連れて来館
される方はぜひご利用ください。

　図書館が閉まっているときは、ブックポストに本だけを
入れてください。ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤは、破損の原因に
なりますので、ブックポストに入れずに、直接カウンター
へお持ちください。ご理解とご協力をお願いします。

第１部　11月14日（土）午前10時30分～
『鉄道員（ぽっぽや）』

1999年／東映／114分／カラー
監　督　　降旗　康男
原　作　　浅田　次郎
出　演　　高倉  健
　　　　　大竹　しのぶ　ほか
　雪深い廃鉱の終着駅を守る年老いた鉄道員に訪れ
る幸福を描いた、浅田次郎の短編小説を映画化。
第23回日本アカデミー賞最優秀作品賞を受賞。

第2部　11月14日（土）午後2時～
『ゼロの焦点』

1961年／日本／95分／モノクロ
監　督　　野村　芳太郎
原　作　　松本　清張
出　演　　有馬　稲子　久我　美子
　　　　　高千穂　ひづる　ほか
　新婚７日目に金沢へ出張したまま消息を絶った夫
の行方を捜す妻が知る真実とは・・・北陸を舞台に
人間の孤独と悲しみを描いた傑作です。

第3部　11月15日（日）午前10時30分～
『ペテン師とサギ師　だまされてリビエラ』

1988年／アメリカ／110分／字幕スーパー
監　督　フランク・オズ
　南仏コート・ダジュールを舞台に、天才サギ師２
人の縄張り争いにからんだ恋のかけひきを描く。出
演は「サボテンブラザーズ」シリーズのスティー
ブ・マーティン、「ハンナとその姉妹」のマイケ
ル・ケイン。米英を代表する２大映画俳優が競うゴ
ージャスな大人のコメディ。

第4部　11月15日（日）午後2時～
『羊たちの沈黙』

1991年／アメリカ／118分／字幕スーパー
　連続猟奇殺人事件を捜査中のＦＢＩアカデミー訓
練生クラリス（ジョディー・フォスター）が、精神
病院に監禁中の天才精神科医レクター博士（アンソ
ニー・ホプキンス）に犯人像の分析を依頼、事件の
解明に挑むサイコスリラー。第64回アカデミー賞作
品賞、主演男優賞、主演女優賞、監督賞、脚色賞受
賞作品



①
敷縄池 駅横の人通りの多い道。

粕屋フォーラム（図書館・歴史資料館）
～花ヶ浦信号

心通り。
ての認知度が高く、
が利用する原町の旧道。
附属農場入口～若宮

地元農家の方々のご尽力で、春は菜の花、
夏はひまわり、秋はコスモスが咲き乱れ、
いちょうの並木道も美しい。
江辻ミニインター～薬師大橋

元禄10年（1697）に駕与丁池の堤防が完成。
敷縄池と駕与丁池の横を通る道。
長者原交差点～酒殿丸の内交差点

駕与丁公園、かすやドームから
サンレイクかすやまで桜の並木道が続く。
九州自動車道駕与丁跨道橋～若宮交差点

仲原小学校・幼稚園・保育園の通学路。
子どもたちが安全に通れるように。
花ヶ浦信号～仲原小学校・幼稚園

ケヤキ並木が茂っている。
青洲会病院付近内橋交差点～長者原

を選定 ●問い合わせ　　　☎938-2311　FAX938-3150　
企画課企画係　　E-mail:bosyu@town.kasuya.fukuoka.jp

16



⑩

大池公園前の通り。
戸原天満宮～志賀神社

大川小学校横のバス通り。
内橋 (福岡市境 )～大隈

原町の中
旧道として
多くの人が
九州大学

粕屋町の中央部を
東西に走る県道607号。
二又瀬 (福岡市境 )～門松 (篠栗町境 )

通り名の候補路線と愛称を

JR 原町駅と伊賀駅を
結ぶ通り。
JR原町駅～ JR伊賀駅

仲原小学校横のバス通り。
扇橋東信号～酒殿

報かすや４月号、８月号及び町ホームページで募

集した皆さまからのご意見をもとに、「粕屋町

の通り名を考える会」において、役場庁舎前面道

路「さくら通り」など候補 12 路線の愛称を選

定されましたのでお知らせいたします。

　今後、候補路線とその愛称について、

町民の皆さま、関係機関などのご意見

を伺い、路線を決定していく予定

です。

広

粕屋町都市整備課・企画課

17
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十分に水気を切るこ
とで重量が減り、効
率も上がり経費削減
につながります。

生ごみ
は、水気

を切る

食べ残しや料理くず
を減らして、生ごみ
のもとを減らしまし
ょう。

まずは
、

生ゴミの
もとを

減らす

　粕屋町のごみ処理にかかる費用は、人口が増加しているにもかかわらず最近３年間は減少していま

す。

　その主な要因は、住民の皆さまのごみ減量化やリサイクル化への意識の向上と不景気による物の買

い控えなどが考えられます。

　特に資源の再利用を推進するため、町内２５箇所（うち役場２箇所）にリサイクルボックスを設置し、新

聞・雑誌・ダンボール・古布（古着）の回収を行っています。昨年度の古紙類回収団体は、５６団体で約６９

５tの古紙類を集めることができました。

　また、ごみの減量化は可燃ごみの削減が重要で

す。可燃ごみのうち家庭から出るごみには、平均３５

～４５％の水分が含まれています。可燃ごみは「クリ

ーンパークわかすぎ」に集められ、乾燥を行い、リサ

イクル発電所の固形燃料として再生利用されてい

ます。固形燃料化するためには、家庭から出るごみ

の水分量を２％程度まで減らす必要があり、多くの

経費がかかっています。水分を減らすことで排出重

量も減り、住民一人当たりの処理費を減らすことが

できます。台所ごみを出す場合は、水気を十分に切

るようにしましょう。

　ごみの減量化とリサイクル運動を推進するため、

皆さまのご協力をお願いします。

ご　み　の　種　類　別　排　出　量

（1）ごみの排出状況（クリーンパークわかすぎ搬入） 

（2）リサイクルボックス回収状況

古布として出せない物：寝具類（布団・毛布・シーツ・カバー）・カーテン・じゅうたん・下着・靴下など
●問い合わせ　粕屋町環境課　☎（938）2311　内線492～494

 ①各地域の集団回収分（２３箇所）

(粕屋町分)

(単位：ｔ)(単位：ｔ)

年 度

20

19

18

17

16

人　口
（人）

41,050

40,134

39,149

38,539

37,904

処理費
（千円）

685,966

691,571

698,390

774,495

603,936

可燃ごみ
（t）

10,858

11,012

11,135

10,833

10,821

燃えないごみ
（t）

223

253

269

277

263

粗大ごみ
（t）

213

253

247

228

184

資源ごみ
（t）

421

449

472

469

472

その他
（t）

55

68

66

64

57

合　計
（t）

11,770

12,035

12,189

11,871

11,797

ごみ前年比
（％）

△2.20

△1.26

2.68

0.63

－  

  

1人年間
排出量
（kg）

287

300

311

308

311

1人年間
処理費
（円）

16,710

17,232

17,839

20,096

15,933

人口前年比
（％）

2.28 

2.52

1.58

1.68 

  －

年 度

20

19

18

17

16

新　聞

393

434

425

461

448

ダンボール

103

100

90

93

90

古　布
（古着）

31

31

33

32

32

計

695

730

697

746

722

雑　誌

168

165

149

160

152

②役場内の回収分（２箇所）

年 度

20

19

18

17

16

新　聞

238

267

281

295

264

ダンボール

118

113

103

91

73

古　布
（古着）

47

51

46

39

31

計

571

595

591

566

487

雑　誌

168

164

161

141

119

＝ ＋ ＋※処理費 収集運搬費
(粕屋町内）

中間処理費
（ｸﾘｰﾝﾊﾟｰｸわかすぎ）

最終処理費
（固形燃料処分･最終処分）

資源ごみ：缶･びん･ペットボトル　　　その他：乾電池･不法投棄ごみ
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平成21年度 《第1回》

献血のお知らせ

19日
粕屋町

（役場庁舎裏）
健康センター

10：00

3：30
〜

400㎖献血にご協力願います

献血は健康診断にも役立ちます
　会場では採血前に、血圧測定・血液比重・血液型検査を行
い、献血された血液は、さらなる検査を行い結果を希望者に
直接お知らせしますので、健康管理や病気の早期発見にお役
立てください。

　◎献血者本人確認が平成16年10月から全国
で実施されるようになり、献血受付の際に、
ご自身を証明できるものの提示が必要となり
ました。（確認済みの方は必要ありません）

● 400㎖献血
18歳以上64歳以下で体重が50kg以上あり、前回の400㎖
献血から男性は12週間以上、女性は16週間以上経過した人。
　※　ただし、60歳になってから献血をされたことがある人は、
　　　69歳まで献血ができます。

　昨年11月19日から今年11月18日までの１年間に男性
1,200㎖、女性800㎖の献血にご協力いただいた方につ
いては、間隔が空いていてもご協力いただけません。

〈１年間に献血できる血液量〉

男性1,200㎖ 女性 800㎖

輸血用血液の安全を確保するため、下記の事項に該当する輸血用血液の安全を確保するため、下記の事項に該当する
場合は献血をご遠慮していただくことがあります。場合は献血をご遠慮していただくことがあります。

●　現在治療中の方
●　３日以内に抜歯・歯石除去をされた方
●　今までに輸血や臓器の移植を受けたことがある方
●　現在妊娠中、授乳中又は６か月以内に出産・流産をされた方
●　Ｂ型Ｃ型ウイルス肝炎といわれたことがある方
●　エイズ検査が目的の方
●　海外旅行帰国後４週間以内の方

【留意事項】
  ◎  高血圧・高脂血症・花粉症などの薬（１種類）を服用されていても献血可能となりました。
  ◎  1980～1996年に英国に滞在されたことのある方は献血をお願いできなくなりました。

※その他、医師が総合的に判断し献血をご遠慮していただく場合があります。

※献血手帳をお持ちの方は、当日持参してください。また、当日は食事を必ずとり、飲酒はしないでください。

献血は…あなたにできるボランティア 
・ ・ ・ ・ ・ ・

積極的なご参加をお願いします

〔主催〕　粕屋町献血推進協議会
　　　  粕屋町社会福祉協議会

赤十字血液センター
☎ 921－1400（代）

午前

午後

11月
（木）

初めての方は提示してください

本人確認ができる物
　運転免許証・パスポート・健康保険証 など
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　なお、BSアナログ放送も地上アナログ放送と同じ2011年（平成23年）7月24日までに終了します。
詳しくは、下記へお問い合わせください。

【デジタル放送に関する問い合わせ】
　○総務省地デジコールセンター（地上デジタル放送について）
　　　　☎ 0570（07）0101（ナビダイヤル）
　　※IP電話など、ナビダイヤルがつながらない場合
　　　　☎ 03（4334）1111　平日 9：00～21：00　土日祝 9：00～18：00

【BSデジタル放送に関する問い合わせ】
　○BSデジタル放送問い合わせセンター（BSデジタル放送について）
　　　　☎ 0570（01）2011（ナビダイヤル）
　　※IP電話など、ナビダイヤルがつながらない場合
　　　　☎ 045（345）4080　平日 9：00～21：00　土日祝 9：00～18：00
　○（社）地上デジタル放送推進協会ホームページ　http://www.dpa.or.jp

2011年（平成23年）7月24日までに
今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は終了します

それまでに、あなたのテレビを「地上デジタル放送」（地デジ）対応に
かえていただく必要があります。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

テレビについて大切なお知らせです

地上デジタル放送対応
のテレビに買い換える

今のアナログテレビにデ
ジタルチューナー（又はデ
ジタルチューナー内蔵の
録画機器）を買い足す

ケーブルテレビを利用する

地上デジタル放送を視聴するには地上デジタル放送を視聴するには地上デジタル放送を視聴するには

どうしてデジタル放送に変える必要があるの？どうしてデジタル放送に変える必要があるの？どうしてデジタル放送に変える必要があるの？

11 22 33

UHF アンテナなどの工事が必要な場合があります。テレビの受信方法にはさ
まざまな種類があるため、ご自宅のテレビの受信方法をご確認ください。アン
テナや工事についてはお近くの電器店などにご相談ください。

詳しくは、ご契約中又はお近くのケー
ブルテレビ会社にご確認ください。

 日本では、電波が足りなくなって困っ
ています。デジタル放送に変えると35
％もの電波を節約することができます。
節約した電波は交通事故の防止や緊急
災害時の通信など、安全でより快適な
暮らしのために活用されます。

アナログ放送に使用している電波

地上デジタル放送にすると…

電波に35％
余裕ができる

節
約
し
た
電
波
で
暮
ら
し
が
便
利
で
安
全
に
！

35％ 車どうしの通信などに利用し、
交通事故を減らす！
 例えば、見通しの悪いT字路などで
自動的に警告ブザーを使って出会
い頭の衝突事故を減らすことがで
きるようになります。

緊急災害時の通信を充実させ、
被害を減らす！
 災害現場などの様子を映像でリアル
タイムに関係機関に伝えることによ
り、的確な応対ができ、多くの人命を
救うことができるようになります。

携帯電話がより便利に！

 動画などの大容量データのやり取
りもスムーズにできるようになりま
す。

乙仲原西公民館での
地デジ説明会風景

←
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総務省やテレビ局の名前が書かれた手紙が届き、
「地上デジタル放送切りかえ助成金」が支給される
ので、手数料の支払いをするよう書かれている。

地デジ対応で、総務省やテレビ局、その関係機関がお金を請求することは一切ありません。
　地上デジタル放送に関連して、不審な請求を受けたときは、すぐに支払わず、九州総合通
信局（☎096-326-7882）、粕屋警察署（☎939-0110）又は消費生活センターへご相談
ください。

「テレビ局職員」「地上デジタルテレビ受信対策員」
を名のる人物が自宅にやってきて、受信工事やテ
レビの調整の代金支払いを求める。

たとえば、次のような手口の詐欺が発生しています。

地デジであなたをだます地デジであなたをだます地デジであなたをだます 注意!注意!注意!にごにごにご地デジであなたをだます地デジであなたをだます地デジであなたをだます
テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺が発生しています。
身におぼえのない工事や代金請求にはご注意ください。

注意!注意!注意!にごにごにご詐欺
さ　　　  ぎ

総務省福岡県テレビ受信者支援センター

←

　

水
道
メ
ー
タ

ー
器
の
有
効
期

間
（
8
年
間
）

が
満
了
す
る
前

に
、
町
が
委
託

し
た
左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
は
、
阿
恵
区
・
柚
須
区
の
交

換
対
象
の
お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

  

☎(

６
２
１) 

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

  

☎(

９
３
８) 

４
５
７
６

長
設
備
工
業  

☎(

９
３
８) 

７
１
３
５

㈱
倉
田        
☎(

９
３
８) 

２
７
０
８

松
山
工
業(

株)

　
　
　
　
　

 

☎(
９
３
８)

２
２
４
５

●
交
換
時
の
お
願
い

・
交
換
対
象
の
お
宅
に
は
、
担
当
の

委
託
業
者
が
事
前
に
訪
問
し
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
な

ど
を
確
認
後
、
交
換
日
を
文
書
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
交
換
作
業
は
、
腕
章
と
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
ま
れ
に
空
気
が
入
り
、
白

く
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

蛇
口
を
２
〜
３
分
間
開
け
て
空
気

を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
４
５
７
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

第
30
回
粕
屋
町
人
権
を

尊
重
す
る
町
民
の
つ
ど
い

　

12
月
４
日(

金)

か
ら
10
日(

木)

ま

で
は
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
・
高

揚
を
目
指
す
「
人
権
週
間
」
で
す
。

　

粕
屋
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
り
、
人
権
尊
重
の

町
づ
く
り
を
願
っ
て
、
次
の
と
お
り

町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
６
日(

日)

午
後
１
時

30
分
か
ら(

午
後
３
時
30
分
ご
ろ

終
了
予
定)

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

●
内
容

▽
第
一
部　

大
会
行
事
、
児
童
生
徒

優
秀
人
権
作
品
の
表
彰
と
作
文
朗

読
発
表
、
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀
作

品
の
表
彰
と
作
文
朗
読
発
表

▽
第
二
部　

町
内
小
中
学
校
児
童
生

徒
の
学
習
発
表

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
☎(

９
３
８)

１
４

１
０

※

な
お
、
現
在
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
町
内
小
中
学
校
で
発
生
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て

は
中
止
い
た
し
ま
す
。

糟
屋
地
区
青
年
の
つ
ど
い
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
５
日
（
土
）　

午
後

２
時
30
分
（
受
付
午
後
２
時
〜
）

●
内
容

　

一
部　

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
講
習

　

二
部　

交
流
会

●
場
所

　

一
部　

ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗

　

二
部　

篠
栗
町
内

●
対
象　

青
年
一
般

●
参
加
費　

２
千
円

糟
屋
地
区
青
年
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町 

社
会
教
育
課
☎(

９
３
８)

１
４
１
０
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No.107

「
ガ
イ
ア
の
響
」

結
成
５
周
年
記
念

T
A
O 

L
I
V
E 

２
０
０
９

を
終
え
て

　

９
月
27
日(

日)

、「
今
日
よ
り
も

元
気
な
あ
し
た
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
題
し
て
、
瀧
井
医
院 

瀧
井

広
隆
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

人
生
１
０
０
万
時
間(

年
齢
に

し
て
１
１
４
歳)

生
涯
現
役
を
目

標
と
さ
れ
る
先
生
の
「
い
か
に
天

寿
を
全
う
す
る
か
」
の
お
話
は
と

て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
ず
、
食
習
慣
に
つ
い
て
、
特

に
塩
の
重
要
性
や
自
ら
身
を
滅
ぼ

す
と
さ
れ
る
砂
糖
に
関
し
て
は
、

反
省
と
共
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

次
に
歩
く
事
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
呼
吸
法
を
交
え
な
が
ら
腕
振

り
運
動
や
麦
踏
み
歩
行
な
ど
を
伝

授
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参

加
者
み
ん
な
総

立
ち
で
実
践

し
、
と
て
も
有

意
義
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

「
食
べ
て
健

康
、
歩
い
て
元

「
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」

の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

粕
屋
町
も
高
齢
化
が
進
み
、
老

老
介
護
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し

く
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
午
前
は
、
介
護

の
講
演
・
疑
似
体
験
、
午
後
は
、
介

護
の
実
習
を
行
い
ま
す
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
講
演
者　

介
護
支
援
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
師
な
ど
）、

作
業
療
法
士
・
徳
重
義
和
氏
（
㈲

ア
ク
ト
リ
ハ
ビ
リ
）

●
日
時　

12
月
５
日(

土)

午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間

●
講
演
内
容　

い
つ
ま
で
も
元
気

で
自
分
ら
し
く

●
申
込
方
法　

電
話
で
氏
名
・
電

話
番
号
・
住
所
を
告
げ
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
先
着
50
名
で
締
切
り
ま
す
の
で

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
参
加
費
は
無
料
で
す
）

●
申
込
み
先　

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
９
３
８
）

８
８
３
５

写
真
と
、

一
人
一
人

に
も
ら
っ

た
Ｔ
Ａ
Ｏ

の
ス
タ
ッ

フ
全
員
の

名
前
入
り

よ
せ
書
き

が
２
つ
目

の
宝
と
な
っ
た
。
再
会
を
約
束
し

て
別
れ
た
。

　

８
月
１
日(

土)

、
約
束
通
り
大
型

バ
ス
を
貸
切
っ
て
親
子
50
名
で
大
分

九
重
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
里
に
出
向
き
、
全
員

の
出
迎
え
を
受
け
た
後
、
２
時
間
近

く
の
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
時
、
小
雨
降
る
中
、
屋
外

で
太
鼓
を
た
た
い
て
く
れ
、
い
や
な

顔
一
つ
せ
ず
客
を
も
て
な
す
「
プ

ロ
」
の
意
を
感
じ
た
。
そ
の
後
、
お

気
に
入
り
の
人
と
の
写
真
を
と
り
、

又
の
再
会
を
約
束
し
て
、
バ
ス
が
見

え
な
く
な
る
ま
で
見
送
っ
て
も
ら
い

子
ど
も
た
ち
は
大
感
激
。

　

夜
、
粕
屋
の
地
に
着
い
た
時
、

ホ
ッ
と
し
て
一
度
に
疲
れ
が
出
た

が
、
５
か
月
間
に
渡
っ
て
苦
労
し

た
T
A
O 

L
I
V
E 

２
０
０
９

が
終
わ
っ
た
。

「
ガ
イ
ア
の
響
」
代
表　

久
我
純
治

気
」
糖
尿
病
も
熱
中
症
も
な
か
っ

た
半
世
紀
前
の
食
生
活
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

忘
れ
な
い
う
ち
に
、
早
速
黒
砂

糖
と
天
日
塩
を
買
っ
て
帰
り
ま
し

た
。

友
愛
訪
問
の
会　

世
利
照
美

　

「
ガ
イ
ア
の
響
」
も
10
月
で
５

周
年
に
な
る
。
し
か
し
私
に
と
っ

て
、
太
鼓
を
思
い
立
っ
て
か
ら
10

年
目
で
あ
る
T
A
O
に
話
を
す
る

と
、
心
良
く
協
力
し
ま
す
と
の
こ

と
。
L
I
V
E
の
中
で
子
ど
も
た

ち
の
出
演
と
T
A
O
と
の
共
演
が

決
ま
り
、
そ
の
曲
「
フ
ェ
ス
タ
の

響
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の
宝
と
な

っ
た
。
当
日
、
ど
う
な
る
こ
と
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
楽
し
い
L
I
V
E

に
な
り
、
ホ
ッ
と
し
た
。
終
了

後
、
ス
テ
ー
ジ
で
子
ど
も
た
ち
全

員
と
Ｔ
Ａ
Ｏ
全
員
で
と
っ
た
記
念

き
ら
め
き
コ
ン
サ
ー
ト

（
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会
）

の
お
知
ら
せ

　

福
岡
市
博
多
区
を
拠
点
に
、
全
国

各
地
で
公
演
を
行
っ
て
い
る
知
的
障

が
い
者
の
プ
ロ
楽
団
、Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽

部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

演
奏
会
を
今
年
度
も
開
催
い
た
し
ま

す
。
純
粋
に
音
楽
に
向
き
合
う
彼
ら

が
奏
で
る
あ
た
た
か
な
音
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
、
障
が
い
者
団
体
に
よ
る

バ
ザ
ー
・
障
害
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
健

康
か
す
や
21
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

12
月
５
日
（
土
）

　

開
場
午
後
１
時　

開
演
午
後
２
時

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や　

さ
く
ら

ホ
ー
ル

※

バ
ザ
ー
な
ど
は
、
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
行
い
ま
す
。

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係
☎(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
４

１
４
・
４
１
５

　  

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は

  

『
障
害
者
週
間
』
で
す
。
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部　

の　

紹　

介

瑳
地
若
会 

昼
の
部
Ｃ

玄
海
相
撲
甚
句
会

フ
ラ
の
会

ロ
ケ
ラ
ニ
柚
須

示
品
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
文

化
協
会
は
、
会
員
の
こ
と
を
考
え
る

と
出
来
れ
ば
開
催
の
意
見
を
述
べ
て

い
ま
し
た
が
、
感
染
者
が
拡
大
し
て

き
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
最
終
的
に

中
止
に
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

第
65
回
県
展
が
、
９
月
９
日(

水)

か
ら
30
日(
水)

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・

写
真
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の

７
部
門
、
計
３
、
８
１
８
点
の
応
募

が
あ
り
、
１
、
３
９
８
点
が
入
選
、

内
１
２
１
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

粕
屋
町
文
化
協
会
の
会
員
も
、
次

の
方
々
が
、
入
賞
・
入
選
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
日
本
画　

入
選

　
「
野
ば
ら
」
本
郷
蓉
子

●
洋
画　

入
選

　
「
私
の
九
重
」
久
我
百
合
子

●
写
真　

朝
日
新
聞
社
賞

　
「
夏
を
楽
し
む
少
年
」
畑
島
貞
広

　
　
　
　

入
選

　
「
晩
夏
」
中
山
喜
代
次

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。 

No.214

　

私
た
ち
の
教

室
は
、
平
成
６

年
に
発
足
し
た

瑳
地
若
会
唯
一

の
、
男
女
混
合

教
室
で
す
。
お

稽
古
は
、
毎
週

火
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
お
昼

ま
で
で
す
。

　

発
表
会
の
際
、

舞
台
の
袖
で
待

つ
時
の
緊
張
感
、
踊
り
終
っ
て
会
場

の
皆
さ
ま
か
ら
拍
手
を
い
た
だ
い
た

時
の
う
れ
し
さ
は
、
踊
り
を
や
っ
て

い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
一
瞬
で
す
。

み
ん
な
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の
行

事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
踊
り
の

好
き
な
方
、
男
性
女
性
を
問
い
ま
せ

ん
。
一
度
教
室
に
お
越
し
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
講
師　

深
山
喜
公
幸

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
・
和

室
１

●
日
時　

毎
週
（
火
）
午
前
10
時
〜

正
午

●
連
絡
先　

今
泉
順
子　

☎（
９
３

８
）
８
７
７
７

　

ハ
ワ
イ
の
大
切
な
文
化
と
し
て
世

界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
は
、
手

第
37
回
粕
屋
町

　
　
　

文
化
祭
中
止

県
展
入
選
お
め
で
と
う

話
の
表
現
を
し
な
が
ら
ハ
ワ
イ
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
や
時
に
は
、
日
本
の
歌
に

も
合
わ
せ
て
楽
し
く
踊
り
ま
す
。
お

ご
そ
か
な
曲
・
優
雅
な
曲
、
ま
た
テ

ン
ポ
の
早
い
曲
と
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

踊
る
こ
と
は
勿
論
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
を

聴
く
だ
け
で
も
心
が
癒
さ
れ
て
ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
表

会
・
芸
術
祭
・
文
化
祭
・
敬
老
会
・

バ
ラ
ま
つ
り
な
ど
の
発
表
に
華
や
か

な
ド
レ
ス
で
、
花
・
レ
イ
な
ど
付
け

て
踊
る
の
も
緊
張
の
ひ
と
時
が
持
て
、

心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
仲
間
は
、

10
人
程
度
で
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
練
習
日　

毎
週(

金)

午
後
８
時
〜

時
〜
午
後
10
時

●
場
所　

柚
須
文
化
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ

　

田
中
☎（
９
３
９
）
３
７
６
６

　

原
田
☎（
９
３
８
）
３
４
９
０

　

私
た
ち
「
玄
海
相
撲
甚
句
会
」
は

東
区
三
苫
に
本
部
が
あ
り
、
粕
屋
支

部
は
平
成
15
年
に
発
足
し
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
甚
句
は
、
御
存

知
の
様
に
国
技
と
言
わ
れ
る
大
相
撲

の
歴
史
と
共
に
唄
い
つ
が
れ
て
き
た

伝
統
文
化
で
、
江
戸
時
代
「
八
代
将

軍
吉
宗
」
の
こ
ろ
よ
り
世
間
に
よ
く

知
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。「
唄
っ

て
楽
し
く
」「
聞
い
て
楽
し
く
」「
作

っ
て
楽
し
く
」
を
合
い
言
葉
に
稽
古

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
会
場
に
も
よ
く
声
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
取
材

を
受
け
る
な
ど
活
動
の
場
が
大
い
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
月
に
２
回
稽
古

を
し
て
い
ま
す
。
見
学
自
由
。
詳
細

は
、
０
９
０
（
４
４
８
７
）
４
４
７

２　

松
田
ま
で

　

９
月
25
日
（
金
）、
第
５
回
文
化
祭

実
行
委
員
会
（
文
化
協
会
、
青
年
団
、

婦
人
会
）
に
お
い
て
、
社
会
教
育
課

か
ら
「
粕
屋
町
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
。

そ
の
た
め
、
小
中
学
校
で
学
級
閉
鎖

を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
10
月
４
日

（
日
）
の
町
民
運
動
会
の
中
止
の
決

定
」
な
ど
の
報
告
が
あ
り
三
団
体
の

実
行
委
員
が
、
各
団
体
の
意
向
を
説

明
、
開
催
か
中
止
か
で
激
論
い
た
し

ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
舞
台
の
練
習
、
ま
た
展

第17回ふくおか県民文化祭（福岡1ブロック）
開催日　12月6日（日）午前9時30分～　宗像ユリックス
出場教室　粕屋中央民謡、舞踊：季美の会・瑳地若会、
カラオケ：粕屋愛好会・菊声会、3Ｂ健康体操スマイルレディー

け
い
こ

け
い
こ

け
い
こ

も
ち
ろ
ん
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● ● 

第
52
回
福
岡
県
青
年
大
会

第
37
回
粕
屋
町
文
化
祭

11月の行事予定

　

９
月
13
日
（
日
）、
天
候
に
も
恵

ま
れ
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
粕
屋
町
青
年
団
は
、
実
行

委
員
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
岡
県
青
年

大
会
で
は
、
福
岡
県
の
若
者
た
ち
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
発
表
が

行
わ
れ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
部
で

は
、
粕
屋
町
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

「
桜
舞
連
」
が
最
優
秀
賞
、
粕
屋
町

青
年
団
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、展
示

作
品
の
部
で

は
、
粕
屋
町

青
年
団
の
作

品
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

消費者学校（屋外研修）
９月３日(木) 8:00～ シャボン玉石けん工場見学  

　環境に優しいこだわりの手造り石鹸造りを
続けてきた工場でした。皆さんも一度使って
みませんか。とってもいい使いごこちでした。
会員101名参加。

婦人学級
9月4日(金)・18日(金) 10:00～かすやドーム  

　ウォーキングエアロ。
インストラクターの指導に合わせ、さわやか
な汗をかきました。22名参加。

同和・人権問題啓発講演会
9月5日(土) 13:00～ サンレイクかすや  

　13名参加。

女性ドライバーのための車の点検整備
9月6日(日) 9:30～ 健康センター前駐車場

　FASの皆さんに自分の車のボンネットの開
け方から丁寧な説明で点検をすることができ
ました。有難うございました。10名参加。

　３役・支部長参加。

文化祭実行委員会
9月4日・11日・18日・25日(いづれも金)
 20：00～ サンレイクかすや

糟屋郡連合婦人会(ガン制圧研修会)
　健康を守る女性の集い
9月19日(土) 13：30～ サンレイクかすや

　講師　社会保険仲原
病院　副院長　松田裕
之先生　最近女性に急
増している大腸ガン・
乳がんについて、早期
発見早期治療がいかに
大切かスライドをみな
がら学習しました。約
50名ほどの参加があり
ました。

あいさつ運動
9月15日(火) 7：50～ 各小中学校

　「手洗い」「うがい」忘れずに。元気な笑
顔であいさつしましょう。

婦人学級（エアロ＆ステップ）
　10：15～ かすやドーム
消費者学級　13：30～ サンレイクかすや
あいさつ運動　7：50～ 各小中学校
独り暮らし高齢者弁当作り
　8：30～　健康センター
語ろう会　福祉センター

12日(木)
16日(月)
21日(土)

6日(金)・13日(金)

　

８
月
下
旬
よ
り
、
粕
屋
町
青
年

団
・
文
化
協
会
・
婦
人
会
の
３
団
体

で
文
化
祭
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る

た
め
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
出
演
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
方
、
バ

ザ
ー
・
作
品
を
出
展
予
定
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
方
、
文
化
祭
を
楽
し
み

に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
方
、
誠
に

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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9 

月 

の 

行 

事

11月の行事予定

■
９
月
定
例
理
事
会

９
月
１
日
（
火
）
午
前
10
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
全
国
一
斉
老
人
ク
ラ
ブ
「
社
会

奉
仕
の
日
」（
９
月
20
日
）
行
事

の
実
施
要
領
と
報
告
に
つ
い
て

▽
高
齢
者
安
全
運
転
競
技
大
会

　
（
９
月
28
日
）
の
出
場
者
選
出
に

つ
い
て

▽
県
老
ク
連
体
力
測
定
講
習
会

　
（
９
月
30
日
）
へ
の
出
席
者
に
つ

い
て

▽
第
19
回
演
芸
大
会
（
10
月
30
日
）

に
つ
い
て
、
演
目
・
出
場
者
を

次
回
理
事
会
に
て
提
出
の
こ
と

ほ
か

■
全
国
一
斉
老
人
ク
ラ
ブ

　

[

社
会
奉
仕
の
日]

　

９
月
20
日
（
日
）

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

　

老
人
週
間
（
９
月
17
日
〜
23
日
）

を
契
機
に
、「
美
化
活
動
・
環
境

に
や
さ
し
い
活
動
」
を
テ
ー
マ
に

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
各
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
で
は
９
月
20
日
を
中
心
に
、

地
区
内
の
公
園
・
公
民
館
・
沿
線

道
路
な
ど
生
活
環
境
の
美
化
清
掃

及
び
資
源
ご
み
の
回
収
・
不
用
品

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
保
全
の
た

め
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
毎
年
こ
の
時
期
に
、

全
国
規
模
で
計
画
さ
れ
、
単
位
ク

ラ
ブ
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
特
に
、
環
境
問
題
が
地
球

規
模
で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
、

身
近
な
住
ま
い
の
環
境
改
善
に
役

立
て
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

■
糟
屋
地
区
高
齢
者
安
全
運
転

　

競
技
大
会

　

９
月
28
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

ウ
キ
コ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル

博
多
の
森　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場
者　

瀧
本
（
上
大
隈
）　

山
田

（
乙
仲
原
西
）　

片
嶋
（
原
町
）　

谷

川
（
阿
恵
）

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と

し
て
、
恒
例
の
安
全
運
転
を
競
う

競
技
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果

は
、
団
体
の
部
で
第
三
位
。
個
人

の
部
で
、
阿
恵
区
の
谷
川
研
一
会

長
が
第
二
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
安

全
運
転
を
。

■
県
老
ク
連
「
体
力
測
定
講
習
会
」

　

９
月
30
日
（
水
）
午
前
10
時

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）

出
席
者　

江
頭
（
甲
仲
原
）　

渡
辺

（
柚
須
）

　

体
力
測
定
講
習
会
に
出
席
し
ま

し
た
。
午
前
中
、
順
天
堂
大
学
武

井
正
子
名
誉
教
授
か
ら
「
運
動
に

よ
る
健
康
づ
く
り
」「
体
力
測
定

の
ね
ら
い
と
普
及
に
つ
い
て
」
の

講
義
が
あ
り
、
午
後
は
、「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
の
実
技
講
習
・

個
人
別
体
力
測
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
自
分
の
現
在
の
体
力
を
知
り
、

自
分
に
適
し
た
運
動
を
続
け
る
こ

と
で
、
自
立
し
た
日
常
生
活
が
で

き
る
体
力
を
保
持
し
て
い
こ
う
と

言
う
こ
と
で
す
。
紹
介
さ
れ
た

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
は
、
難

し
い
動
作
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全

身
を
く
ま
な
く
動
か
す
よ
う
に
組

み
合
わ
せ
て
あ
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
な
ど
で

も
、
取
り
入
れ
て
活
用
す
れ
ば
、

「
元
気
で
長
生
き
」
に
役
立
つ
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

（
甲
仲
原
区
会
長　

江
頭
一
成
）

4日(水)

10日(火)

27日(金)

11月定例理事会
　10：00　粕屋町福祉センター
女性リーダー研修会
　10：00　クローバープラザ（春日市）
県老ク連事務局長会議
　10：00　クローバープラザ（春日市）

11
月
12
日(

木)

か
ら
25
日(

水)

ま
で
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

　
　

な
く
す
運
動
」
期
間
で
す

　

殴
る
・
け
る
の
身
体
的
な
暴
力
だ

け
で
な
く
、
怒
鳴
る
・
脅
す
・
電
話

や
外
出
を
制
限
す
る
な
ど
も
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

に
あ
た
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
で
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
相
談
窓
口
〉

●
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
局

　

☎（
９
３
９
）
０
５
１
１　
（
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）

●
女
性
相
談
所

　

☎（
７
１
１
）
９
８
７
４　
（
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
）

●
夜
間
・
休
日
相
談
電
話

　

☎（
７
１
６
）
０
４
２
４　
（
夜
間

は
午
前
０
時
ま
で
）

福
岡
県
新
社
会
推
進
部
男
女
共
同
参

画
推
進
課

粕
屋
町
役
場
の
人
事

　

10
月
１
日
付
で
、
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。（　

）
内
は
旧
所
属
で
す
。

【
税
務
課
】▽
主
任
主
事　

西
嶋
裕
久

（
総
務
課
主
任
主
事
）

【
総
務
課
】▽
主
事　

藤
木
淳
（
税
務

課
主
事
）
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.68

経
営
な
ん
で
も
相
談
日

開
催

第
八
回
粕
屋
町
商
工

花
火
大
会
ス
ケ
ッ
チ
展

審
査
結
果
発
表

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

11
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

　

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談

の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

予
約
は
粕
屋
町
商
工
会
ま
で

　

町
内
４
校
の
小
学
生
（
１
〜
６

年
生
）
を
対
象
に
「
粕
屋
町
商
工

花
火
大
会
」
を
題
材
に
し
た
ス
ケ

ッ
チ
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
審
査
会
が
開
か

れ
、
１
、
７
０
１
点
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
入
賞

者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
１
年
生
の
部
の
氏
名

は
ひ
ら
が
な
で
掲
載
）

１
年
生
の
部

　

金
賞　

こ
ば
た
つ
や
（
粕
屋
西
）

　

銀
賞　

か
わ
の
ひ
な
か
（
粕
屋
西
）

　

銅
賞　

い
ち
の
せ
さ
く
ら
（
仲
原
）

　

ほ
か
佳
作
５
名

２
年
生
の
部

　

金
賞　

仲
真
里
奈
（
大
川
）

　

銀
賞　

大
西
一
生
（
大
川
）

　

銅
賞　

大
石
望
乃
子
（
仲
原
）

　

ほ
か
佳
作
５
名

３
年
生
の
部

　

金
賞　

志
呂
威
汎
迅
（
粕
屋
中
央
）

　

銀
賞　

加
茂
澪
奈
（
粕
屋
中
央
）

　

銅
賞　

寺
田
陽
菜
子
（
仲
原
）

　

ほ
か
佳
作
５
名

４
年
生
の
部

　

金
賞　

蓑
田
綾
乃
（
仲
原
）

　

銀
賞　

松
下
実
紅
（
仲
原
）

　

銅
賞　

伊
東
結
菜
（
大
川)

　

ほ
か
佳
作
５
名

５
年
生
の
部

　

金
賞　

池
田
圭
吾
（
大
川
）

　

銀
賞　

川
口
未
来
（
仲
原
）

　

銅
賞　

江
口
秀
利
（
粕
屋
中
央
）

　

ほ
か
佳
作
５
名

６
年
生
の
部

　

金
賞　

野
中
一
成
（
大
川
）

　

銀
賞　

松
本
和
大
（
仲
原
）

　

銅
賞　

城
戸
香
音
（
大
川
）

　

ほ
か
佳
作
５
名

　

入
賞
者
の
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
被
災
し

た
中
小
企
業
に
対
す
る
「
緊
急
経

済
対
策
資
金
」
特
別
融
資
の
受
付

期
限
は
12
月
28
日(

月)

ま
で
で
す
。

お
申
し
込
み
に
関
す
る
対
象
条
件
・

必
要
書
類
な
ど
は
、
粕
屋
町
商
工

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
イ
キ
イ
キ

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
心
豊
か

な
住
み
よ
い
粕
屋
町
」
を
築
く
た

め
に
、
粕
屋
町
商
工
会
工
業
・
建

設
業
部
会
で
は
、
高
齢
者
世
帯
を

対
象
に
、
住
宅
の
チ
ョ
ッ
と
し
た

修
理
な
ど
を
手
間
賃
無
料
で
奉
仕

作
業
を
い
た
し
ま
す
。

●
申
込
み

　

別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

ご
近
所
や
ご
友
人
宅
の
ご
紹
介

も
受
け
賜
り
ま
す
。

　

６
月
１
日
よ
り
販
売
開
始
し
ま

し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
粕
屋
町
商

品
券
」
の
使
用
期
限
は
、
11
月
30

日(

月)

ま
で
で
す
の
で
、
ご
使
用

は
期
限
内
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
粕
屋
町
商
工
会
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
」

に
よ
る
特
別
融
資
の
受
付

期
限
は
12
月
28
日
ま
で
で
す

地
域
貢
献
事
業
（
住
宅
修
理

奉
仕
活
動
）
の
お
知
ら
せ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
粕
屋
町
商
品
券

の
使
用
期
限
は
11
月
30
日(

月)

ま
で
で
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

粕
屋
町
に
お
住
ま
い
の
「
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
」
な
ら

ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　

仕
事
は
、
会
社
や
家
庭
の
色
々
な

仕
事
を
引
き
受
け
て
、
会
員
の
方
に

現
役
で
培
っ
た
技
能
を
生
か
し
て
作

業
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
仕
事
も
承
り
ま
す

　

家
事
の
手
伝
い
、
畑
や
庭
の
草
取

り
・
植
木
の
剪
定
、
樹
木
の
消
毒
、

屋
内
外
の
清
掃
、
大
工
仕
事
、
ふ
す

ま
・
障
子
張
り
、
賞
状
書
き
、
毛
筆

あ
て
名
書
き
、
事
務
応
援
、
子
育
て

支
援
、
刃
物
研
ぎ
、
そ
の
ほ
か
軽
作

業
な
ど
。

　

受
付
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
、

事
務
所
で
受
付
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
団
法
人
粕
屋
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎(

９
３
８)

３
３
０
０



27

　

な
ぜ
、破
裂
す
る
の
？

　

消
火
器
内
部
に
は
、圧
縮
さ
れ
た

二
酸
化
炭
素
ボ
ン
ベ
が
内
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。消
火
器
の
レ
バ
ー
を
握
る

と
、ボ
ン
ベ
が
破
ら
れ
、本
体
容
器
の

内
部
に
二
酸
化
炭
素
が
充
満
し
、そ

の
圧
力
で
薬
剤
が
放
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
時
、消
火
器
本
体
に
腐
食
や
変

形
が
あ
る
と
、そ
の
部
分
が
圧
力
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、破
裂
が
起
こ

り
ま
す
。

　

消
火
器
は
、日
常
的
な
管
理
が
大

変
重
要
で
す
。

破
裂
の
恐
れ
の
あ
る
消
火
器
は
こ

の
よ
う
な
消
火
器
で
す
。

▽
製
造
後
８
年
以
上
経
過
し
て
い

る
。（
交
換
の
目
安
は
８
年
）

▽
さ
び
が
発
生
し
て
い
る
。（
事
故
の

多
く
は
腐
食
し
た
消
火
器
で
す
）

▽
本
体
に
傷
や
へ
こ
み
が
あ
る
。

　

消
火
器
の
適
正
な
管
理
方
法
は
？

●
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
場
所

▽
湯
沸
室
な
ど
湿
気
の
多
い
場
所

（
さ
び
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。）

▽
直
射
日
光
の
あ
た
る
場
所（
容
器

の
酸
化
を
進
め
ま
す
。） 

▽
建
物
の
外
部（
外
に
設
置
す
る
場

合
は
、専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
し

ま
し
ょ
う
。） 

▽
温
度
変
化
の
大
き
い
場
所（
腐
食

を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
次
に
該
当
す
る
よ
う
な
消
火
器
は

至
急
点
検
、廃
棄
を…

▽
消
火
器
本
体
に
錆
が
発
生
し
て
い

る
場
合（
特
に
キ
ャ
ッ
プ
や
底
部

の
錆
は
要
注
意
） 

▽
製
造
年
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
点

検
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

▽
消
火
器
の
レ
バ
ー
や
本
体
に
へ
こ

み
な
ど
の
変
形
が
あ
る
場
合 

　

消
火
器
の
廃
棄
処
分
の
方
法
は
？

　

消
火
器
は
、環
境
保
全
と
事
故
防

止
の
た
め
に
専
門
業
者
に
よ
る
廃
棄

処
理
を
必
要
と
す
る
た
め
、一
般
ご
み

と
同
様
に
廃
棄
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

廃
棄
処
分
に
つ
い
て
は
、購
入
さ

れ
た
業
者
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
帳「
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
」

の
「
消
防
用

設
備
用
品
」

欄
に
掲
載
さ

れ
た
業
者
に

ご
依
頼
く
だ

さ
い
。

　

古
く
な
り
腐
食
し
た
消
火
器
の
使
用
に
よ
り
、思
わ
ぬ
破
裂
事
故
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。消
火
器
は
、整
備
点
検
を
怠
る
こ
と
な
く
正
し
い
管
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
破
裂
事
故
に
注
意

～家庭内での火災を警報ブザーや音声などで知らせます～
　消防法令等の改正により、全ての住宅に住宅用火災警報
器の設置が義務付けられています。（福岡県内においては平
成21年６月１日から。）
●問い合わせ
　粕屋南部消防組合消防本部　☎９３５－５１１１（代　表）
　　　　　　　　　　　　　　☎９３５－６３８９（予防課）
　住宅用火災警報器相談室　　☎０１２０－５６５－９１１

住宅用火災警報器の設置はお済ですか。

さ
び

さ
び

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
、
防
火
防
災
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
防
災
行
動
力
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災

の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、
尊
い
生

命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
立
入
検

査
、
消
防
演
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
防

火
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
統
一
標
語

　

「
消
え
る
ま
で

　
　

ゆ
っ
く
り
火
の
元

　
　
　
　
　

に
ら
め
っ
子
」

２
実
施
機
関

　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
・

南
部
消
防
署
・
中
部
消
防
署
・
志

免
町
・
宇
美
町
・
須
恵
町
・
粕
屋

町
・
篠
栗
町
・
久
山
消
防
団

　

粕
屋
南
部
地
域
防
災
協
会

火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
ろ
う

「
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
」が
始
ま
り
ま
す
。

※
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
町
内
全

域
に
わ
た
り
消
防
署
・
消
防
団
で

は
、
防
火
を
呼
び
か
け
る
巡
回
広

報
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
午
前
７

時
と
午
後
９
時
に
サ
イ
レ
ン
を
１

回
鳴
ら
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
９
日（
月
）か
ら
15
日（
日
）ま
で
の
１
週
間
、秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
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じゃがいも堀りのやり方
①１区画500円（ただし１家
族１区画まで）
②区画については受付時に抽
選
※当日は、汚れてもいい服装
で、長靴・軍手・スコッ
プ・お持ち帰り用の袋など
は各自ご持参ください。

●申込み

　JA粕屋中部プラザにて受付いたします。☎(938)4847
※区画に限りがございますので、申込み多数の場合はお断
りする場合もあります。

※生育状況により、中止になる場合もあります。
原工業団地入口交差点

至 古賀市

至 門松 至 和田団地 （臨時駐車場）

至 久原

㈱梅谷
コンクリート

㈱
ニシヒロ

JA粕屋

秋
じ
ゃ
が
掘
り
現
地

お車はこちらへ

JA粕屋
カントリー
エレベーター

←県道35号線

深井交差点

粕屋中南部
休日診療所

久山自立園

～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕屋町安全速報

粕屋町総務課生活防災係　☎ (９３８)２３１１  内線２２５

　地震や大雨から身を守るためには、最新の気象情報などを早く知ることが大切です。

　災害時には、町や県から避難勧告や大雨警報発令などの情報をお知らせする防炎メールを発信しています。

　地震、台風、大雨など気象情報、避難勧告、福岡県避難支援マップなどを発信する防炎メール・まもる

くんにメール登録しましょう。（メール登録無料）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ　福岡県消防防炎課　☎（643）3112

　災害から身を守るためには、早く情報を入手して素早く行動することが大切です。

　警報などの情報は、テレビ・ラジオの速報・防炎行政無線からの放送・ＮＴＴの 177・気象庁ホームページ・

携帯電話などからも入手出来ます。

○デジタルテレビから詳しい地域の情報を入手する方法

・デジタルテレビ画面操作用リモコンのデータボタンを押すと、各地域（粕屋町など）の気象情報や、

地震状況などが詳しく表示されます。

　　放送局によって表示画面が違いますので、自分に合った好みの放送局で注意報・警戒警報・避難勧

告情報などを入手してください。

○地震などの災害時に家族と安否を確認する方法を日ごろからお互いに確認しておきましょう。

・災害が発生した時に落ち合う場所を家族で決めておきましょう。

・災害が発生した時に安否情報の取次ぎをしてもらえる親戚、知人など（遠方に住んでいる人が良い）

を決めておきましょう。

・ＮＴＴの「災害用伝言ダイヤル 171」や携帯電話会社の「災害用伝言板」を利用する方法を家族で決

めておくのも良いことだと思います。

○気象情報で「1 時間に 50mm の雨」っていうのは、1 平方メートルの上に 50kg の重りが乗った状態

とのことです。とても支えきれませんよね。

メール登録無料 mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
に空メールを送信し、その返信メールの内容に従って登録してください。

突然地震・集中豪雨が起きたらどうする!!

秋
じ
ゃ
が
掘
り
交
流
会
の
お
知
ら
せ

秋
じ
ゃ
が
掘
り
交
流
会
の
お
知
ら
せ

秋
じ
ゃ
が
掘
り
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

お
い
し
い
じ
ゃ
が
い
も
を
自
分
の
手

で
直
に
畑
か
ら
収
穫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、J
A
粕
屋
P
B
米「
お
ひ
さ

ま
の
詩
」の
新
米
試
食
会
と
販
売
も

同
時
に
開
催
。粕
屋
産
の
新
米
の
お

い
し
さ
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
、ご
家
族
で
、ご
近
所
の
方
と

一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
21
日（
土
）　

午
前
９
時

30
分
受
付（
小
雨
決
行
い
た
し
ま
す
）

●
場
所　

久
山
町
大
字
久
原（
J
A
粕

屋
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
）

●
受
付
期
間　

11
月
16
日（
月
）〜
11

月
17
日（
火
）の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

●
主
催　

粕
屋
地
域
農
業
振
興
連
絡

協
議
会
中
部
支
部（
久
山
町
田
園

都
市
課
・
篠
栗
町
産
業
観
光
課
・
粕

屋
町
地
域
振
興
課
・
J
A
粕
屋
・
北

筑
前
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
）
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障
が
い
者
作
品
展
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
す

  

〜 

作 

品 

募 

集 

〜

　　

12
月
３
日
（
木
）
か
ら
９
日
（
水
）

ま
で
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。
粕
屋

町
で
は
、
こ
の
期
間
に
「
障
害
に
対

す
る
適
切
な
知
識
と
理
解
の
普
及
と

啓
発
」、「
障
が
い
者
の
社
会
参
加
」

を
目
的
に
障
が
い
者
作
品
展
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

●
展
示
期
間　

12
月
３
日
（
木
）
〜

11
日
（
金
）

●
展
示
場
所　

粕
屋
町
役
場
１
階
町

民
ホ
ー
ル

☆
出
展
作
品
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

作
品
の
種
類
や
大
き
さ
、
重
さ
な

ど
、
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
住
民
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
☎（
９
３
８
）

２
３
１
１　

内
線
４
１
４
・
４
１

５

障
が
い
（
児
）
者
の
福
祉

手
当
を
支
給
し
ま
す

　

粕
屋
町
で
は
、
障
が
い(

児)

者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象(

児)

者

①
生
活
保
護
世
帯
又
は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
で
、
一
級
か
ら
四
級

ま
で
に
該
当
す
る
方

②
生
活
保
護
世
帯
又
は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
療
育
手
帳
所

持
者
で
、「
Ａ
」
又
は
「
Ｂ
」
の
判

定
を
受
け
た
方

③
生
活
保
護
世
帯
又
は
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
方

●
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

11
月
２
日(

月)

〜
11
月
30
日(

月)

ま
で
粕
屋
町
役
場
住
民
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係
で
受
付

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

▼
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

▼
郵
便
局
以
外
の
預
金
通
帳
（
す
で

に
口
座
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
）

※

平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
粕
屋

町
に
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
別
途
必
要
な
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
申
請
に
来
ら
れ
る
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
住
民
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
☎(

９
３
８)
２

３
１
１
内
線
４
１
４
・
４
１
５

種　　　別 金額（円）

福祉手当支給額

生活保護世帯又は、所得税非課税
世帯に属する身体障害者手帳所持
者のうち、1級及び2級該当者

生活保護世帯又は、所得税非課税
世帯に属する療育手帳「Ａ」所持
者
 

生活保護世帯又は、所得税非課税
世帯に属する精神障害者保健福祉
手帳所持者のうち、1級該当者 

生活保護世帯又は、所得税非課税
世帯に属する身体障害者手帳所持
者のうち、３級及び４級該当
者 

生活保護世帯又は、所得税非課税
世帯に属する療育手帳「Ｂ」所持
者
 

生活保護世帯又は、所得税非課税
世帯に属する精神障害者保健福祉
手帳所持者のうち、２級及び３級
該当者

１０，０００

７，０００

◇手当は１２月に支給します。

粕 屋 農 業 ま つ り第25回 粕 屋 農 業 ま つ り第25回 粕 屋 農 業 ま つ り第25回 粕 屋 農 業 ま つ り第25回

●日時　11月28日(土)・29日(日) 　午前９時30分～午後４時
●場所　ＪＡ粕屋本所　粕屋町大字大隈1229番地
　　　　（県道筑紫野～古賀線沿いの粕屋警察署隣・粕屋中部消防署前）
　　　　※送迎用バスを運行いたしますので、ご利用ください。
　　　　（ＪＡの各支所に運行表を掲示）
●催し物
　○安藤豊パネルディスカッション（11月28日）
　○芸能大会（11月29日）
　　JA女性部、年金友の会、小町隊による歌・踊りほか
　　園児和太鼓演奏
　○福引大会（11月29日）
　○もちつき体験と実演（11月29日）
　○両日開催
　　即売コーナー　（農畜産物・青果物・塩干・お茶など）
　　園芸資材の相談・即売コーナー、婦人部バザーほか
●問い合わせ　ＪＡ粕屋本所農業振興課　☎(９３８)２５４４

地域で守ろう粕屋の農地、
みんなで食べよう
「かすやそだち」
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ち
ゃ
づ
け

や
さ

な
づ
け

い
ち
じ
く

な
ご
り

ご
ね
ん

い

い
や

ひ
び

つ
き
ひ

め

く 

さ

〔
俳
句
〕

畑
に
立
つ
帽
子
に
止
ま
る
迷
い
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
た
け
し

朝
茶
漬
つ
い
つ
い
手
の
出
る
菜
漬
か

な　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松　

時
子

昨
日
今
日
み
な
優
し
く
て
万
珠
沙
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

一
日
を
精
い
っ
ぱ
い
の
子
運
動
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子

遠
花
火
音
に
誘
は
れ
出
掛
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子

姫
沙
羅
や
分
校
跡
の
英
彦
の
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

新
涼
や
旅
プ
ラ
ン
残
し
夫
の
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子

秋
風
を
本
の
ペ
ー
ジ
に
折
り
た
た
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子

無
花
果
や
露
店
の
農
婦
皺
深
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子

石
佛
も
顔
背
け
お
る
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸

舌
先
に
広
が
る
香
り
新
豆
腐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

立
秋
の
風
が
来
て
ゐ
る
父
祖
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄

萩
の
風
「
厳
と
憂
い
」
の
阿
修
羅
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子

送
り
火
や
下
駄
音
遠
く
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子

野
の
小
径
家
路
急
ぎ
ぬ
法
師
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や

熱
き
茶
を
好
み
て
す
す
る
避
暑
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ

虫
の
声
無
口
に
な
り
し
老
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉

盆
帰
り
幼
馴
染
み
に
合
う
墓
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

若
葉
風
新
築
な
り
し
薬
師
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
か
つ
代

浅
き
秋
豪
雨
の
余
波
土
嚢
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子

朝
焼
け
の
雲
上
に
あ
り
富
士
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
我
百
合
子

夏
祭
り
終
え
て
家
路
の
親
子
連
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ

寺
の
子
の
法
衣
の
袖
に
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

宮
相
撲
ど
こ
の
子
供
か
聞
き
返
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因　
　

俊
子

落
葉
舞
う
風
の
夜
道
に
母
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

照
子

暮
れ
や
す
し
路
地
に
木
魚
の
ひ
び
き

あ
り　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代

車
窓
よ
り
芙
蓉
愛
で
る
や
二
人
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子

立
冬
や
空
に
町
旗
の
ひ
る
が
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ

若
杉
の
山
押
し
出
し
て
秋
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝

相
づ
ち
の
な
き
暮
ら
し
馴
れ
毛
糸
編

む　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子

秋
の
風
ロ
ー
カ
ル
線
の
終
電
車

髙
木
喜
久
代

〔
川
柳
〕

政
局
を
追
わ
れ
た
日
か
ら
職
行
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮
み
ど
り

黒
揚
羽
ひ
ら
ひ
ら
網
の
先
を
逃
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

点
滴
を
追
う
て
明
日
に
賭
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月

深
追
い
を
し
過
ぎ
た
よ
う
だ
蜃
気
楼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

榮
市

い
そ
い
そ
と
修
羅
ま
つ
街
へ
汽
車
で

行
く　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道

い
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
は
ら
は

ら
す
る
財
布　
　
　
　

豊
田　
　

愛

義
理
あ
っ
て
は
ら
は
ら
押
し
た
保
証

印　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の

手
を
焼
い
た
二
男
は
は
ら
は
ら
今
教

授　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子

は
ら
は
ら
と
気
持
ば
か
り
の
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
ヨ
シ
子

は
ら
は
ら
と
涙
あ
ふ
れ
る
金
メ
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き

オ
バ
マ
氏
が
ゲ
ス
ト
で
来
る
日
待
つ

ド
ー
ム　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き

ベ
ラ
ン
ダ
の
鴉
ゲ
ス
ト
の
顔
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子

ゲ
ス
ト
で
も
一
度
テ
レ
ビ
に
出
て
み

た
い　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

節
子

初
舞
台
二　

で
客
を
一
人
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子

天
職
を
捨
て
る
と
変
る
風
の
向
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫

天
職
と
決
め
て
寛
ぐ
過
疎
の
医
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
海　

与
一

畦
に
立
ち
父
は
一
途
に
米
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志

天
職
は
神
の
手
を
持
つ
心
臓
外
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵

天
職
と
優
し
い
教
師
慕
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

〔
短
歌
〕

〝
め
ぐ
り
き
て
〞
五
年
の
月
日
今
す
ぎ

て
生
き
て
る
こ
と
を
癒
さ
れ
る
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

お
ど
け
た
り
遊
び
に
夢
中
な
子
供
た

ち
見
守
る
親
の
小
言
の
ど
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
チ
ャ
ン
髙

月
を
愛
で
七
草
を
楽
し
む
秋
の
日
に

や
が
て
吹
き
来
る
木
枯
ら
し
想
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
電
話
番
号
）
を
書
い
て
、
掲
載
希

望
月
の
前
々
月
末
ま
で
に
郵
送
か

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
企
画
課

　

広
報
広
聴
係　

☎(

９
３
８) 

２

　

３
１
１
・
内
線
２
３
３

(広告)

熊
野
神
社(

内
橋
一
区)

御
神
幸
の
お
知
ら
せ

　

熊
野
神
社
が
、
数
十
年
ぶ
り
に
修

復
工
事
が
行
わ
れ
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
竣
工
に
あ
た
り
御
神

幸
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
見
学
を
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
８
日(

日)

午
後
１
時

出
発

●
場
所　

熊
野
神
社(

内
橋
地
区
内

巡
行)

●
問
い
合
わ
せ　

藤　

謙
一

　

☎（
９
３
８
）
５
０
３
１
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福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
相
談
日
時　

11
月
13
日
（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４
（
粕
屋
町
役
場
の

前
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７
又
は

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６

　

川
口
學
ま
で

御
　

礼

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

町の人口
人　口　

21年

20年

19年

男 女 世帯数
9月末現在

21　年

前年対比

353件

+12件

　0人

　±0人

　460人

+9人

8月末現在町内の交通事故発生状況

発生
発　生
件　数 死者数 負傷者数区分

1 1 月 の 税 金

41,747

40,744

39,611

20,732

20,310

19,731

21,015

20,434

19,880

16,684

16,223

15,658

固定資産税　　　第３期
国民健康保険税　第７期

納め忘れていませんか

町・県民税　　　第３期

国民健康保険税　第６期

10月の
税　金

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

年
末
調
整
説
明
会
開
催

　

平
成
21
年
分
源
泉
所
得
税
の
年
末

調
整
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

●
対
象
者　

粕
屋
町
内
の
源
泉
徴
収

　

義
務
者

●
日
時　

11
月
19
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵

※
会
場
の
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
来
場
の
際
は
で
き
る

　

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
関
係
資
料
を
事
前
に
送

　

付
し
ま
す
の
で
、
来
場
の
際
は
必

　

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
関
係
書
類
に
案
内
チ
ラ

　

シ
を
同
封
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ

酒　

殿

藏
本　

秀
盛

藏
本　
　

豊

77

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若　

宮

安
河
内
龍
生

安
河
内
郁
子

53

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

上
大
隈

福
澤
フ
ク
ミ

福
澤　
　

勝

73

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ

江　

辻

山
野　

宗
喜

山
野
ハ
ナ
エ

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸
原
区

戸
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

戸　

原

𠮷
田　

芳
雄

𠮷
田　

ミ
ヨ

80

「
高
齢
者
の
障
害
者
控
除
」

制
度
の
お
知
ら
せ

　

所
得
税
・
町
県
民
税
の
障
害
者
控

除
は
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

方
な
ど
が
対
象
で
す
が
、
次
の
事
項

に
該
当
す
る
65
歳
以
上
の
方
は
、
粕

屋
町
が
交
付
す
る
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
認
定
の
申
請
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
方
で
、
介
護
保
険
の

介
護
認
定
を
受
け
、
障
害
者
に

準
じ
る
方

②
①
の
方
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

＊
既
に
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
又
は
本
人
及
び
扶

養
者
が
非
課
税
の
方
は
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
交
付
を
受
け
た
認
定
書
は
、
障
害

事
由
の
変
更
が
な
い
限
り
複
数
年

使
用
で
き
ま
す
。

●「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
」
の

申
請
は
、
粕
屋
町
役
場
介
護
支
援

課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
認
定
書

の
発
行
は
、
判
定
の
た
め
一
週
間

前
後
か
か
り
ま
す
。
申
請
に
は
、

印
鑑
が
必
要
で
す
。

＊
判
定
の
結
果
、
障
害
者
に
準
じ
な

い
場
合
は
認
定
で
き
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
・
町
県
民
税
の
「
障
害
者

控
除
」
の
適
用
を
受
け
る
手
続

　
　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
交
付
を
受
け
た
方
は
、
申
告

（
確
定
申
告
・
年
末
調
整
）
す
る

際
に
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
を
提
示
し
て
「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
介
護
支
援

課
高
齢
者
支
援
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

内
線
５
５
２
・
５
５
５

●
問
い
合
わ
せ

　

香
椎
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

 　

☎(

６
６
１) 

１
０
３
１

　

内
線
４
１
３
・
４
１
５

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
は
一
人
一
人
が
防
ぐ
！

感
染
を
予
防

す
る
た
め
に

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う　

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

・
か
か
っ
た
あ
と
は
外
出
自
粛
を
し
て
く
だ
さ
い

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う　

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

・
か
か
っ
た
あ
と
は
外
出
自
粛
を
し
て
く
だ
さ
い

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う　

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

・
か
か
っ
た
あ
と
は
外
出
自
粛
を
し
て
く
だ
さ
い

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う　

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

・
か
か
っ
た
あ
と
は
外
出
自
粛
を
し
て
く
だ
さ
い
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

1　(火)

2　(水)

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

11月の行事予定表11月の行事予定表11月の行事予定表

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ﾎｰﾙ 
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
がん総合検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 英語であそぼう
がん総合検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
がん総合検診・国保特定健康 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
第37回歩け歩け運動大会 8:45　集合　  サンレイクかすや南側広場集合
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 園庭であそぼう
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 共同制作（クリスマス）
ＢＣＧ接種 12:50～13:45 健康センター おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成21年1月生まれの児
大腸がん･喀痰検体提出日 9:00～11:00 健康センター 11月4日・5日・6日に容器を持ち帰られた方
かすや子どもの日 10:00～12:00 サンレイクかすや   
こどもフェスティバル 13:00～16:00 サンレイクかすや
パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備）
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成19年7月生まれの児
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 親子クッキング（クッキー作り）20名まで
園庭開放 10:00～11:00 西保育所 作ってあそぼう
パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について
ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 和太鼓披露・小麦粉粘土あそび
３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成18年10月生まれの児
第10回小学生女子フットベースボール大会 7:30～　　　 粕屋東中学校
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 紙あそび
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 共同制作（お正月）
4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成2１年7月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成20年4月生まれの児

2　(月)

4　(水)

5　(木)
6　(金)
8　(日)
9　(月)

10　(火)

13　(金)

17　(火)

20　(金)

22　(日)
24　(火)

11　(水)

12　(木)

14　(土)

16　(月)

18　(水)

19　(木)

25　(水)

26　(木)

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 クリスマスリース作り

1212月上旬の行事予定表月上旬の行事予定表12月上旬の行事予定表12月上旬の行事予定表

※三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。
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